
　市では、物価高騰等の影響を受けた市民・事業者の方への支援策として、下水道使用料のうち基本料金を最大で ４カ月間免除します。今回の
免除を受けるにあたっては、申請などの手続きは必要ありません。
l施設建設課下水道計画担当☎０４２・４７０・７７５８

　下水道使用料のうち基本料金（ １カ月当たり１０㎥まで）を免除します。
※ １カ月の基本料金（税込み）は、７５９円です。
※基本料金以外の使用料は減免になりませんのでご注意ください。

◆減免内容

　次のいずれかに該当する東久留米市下水道使用者（ただし、公共施
設等は除外）
①�５ 年１１月 １ 日時点で下水道を使用中の方
②�５ 年１１月 ２ 日〜 ６年 １月または ２月の検針月の定例日までに下水道
を使用開始された方

◆減免対象者

　東京都水道局が検針時に発行する「水道・下水道使用量等のお知ら
せ兼請求書」には、今回の減免額は表示されず、下水道の基本料金の
項目に ０円と表示されます（下図参照）。
　東京都水道局アプリでの表示も同様となります。

◆減免内容の確認方法

◆減免期間
　 ５年１１月検針分〜 ６年 ２月検針分。減免期間は、下表の通り奇数月
検針と偶数月検針の方で異なります。

表　減免の対象期間表　減免の対象期間
検針月検針月 ５年１０月５年１０月 １１月１１月 １２月１２月 ６年１月６年１月 ２月２月

奇数月が検針の方
●検針日 ●検針日

●減免期間（４カ月間）

偶数月が検針の方
●検針日 ●検針日

●減免期間（４カ月間）

　※�減免期間中途での使用中止や開始により、減免期間が３カ月以下となる場合があ
りますので、あらかじめご了承ください。

物価高騰等物価高騰等のの影響影響をを受けた市民受けた市民のの皆さん皆さんのの生活生活をを支援します支援します

東久留米市でお買い物！ キャッシュレスで最大２５％戻ってくるキャンペーン！

　市では、地域経済にかかるデジタル化を進めること、および物価高騰等により影響を受けている市民の負担を軽
減することを目的に、対象店舗でスマホ決済サービス「au�PAY（コード支払い）・d払い・PayPay・楽天ペイ」で決
済した場合に、支払額の最大２５％のポイントを還元するキャンペーンを実施します。
l市キャッシュレス決済ポイント還元キャンペーンコールセンター☎０１２０・３２１・５１７（土曜・日曜日、祝日を含む
午前１０時〜午後 ６時）

開催期間 １０月 １ 日㈰～１１月３０日㈭（ ２ カ月間）※予算額に達した場合、早期に終了する場合があります

付与率利用金額の最大２５％
１決済事業者あたりの付与上限▼ １決済あたりの付与上限＝１,０００円相当▼ １カ月あたりの付与上限＝５,０００円相当
　　　　　　　　　　　　　　※期間中の付与上限１０,０００円相当
対象キャッシュレス決済 ４ スマホ決済（以下の ２次元コードからスマートフォンにアプリをダウンロードできます）

対象店舗 ４ つのスマホ決済サービスのうち少なくとも １つ以上利用可能な市内中小店舗
　　　　（大企業、コンビニチェーン店などは対象外）

キャンペーンキャンペーンnn

対象店舗はこのポスターが目印です対象店舗はこのポスターが目印です

図　減免の確認方法

基本料金を最大で基本料金を最大で ４ カ月免除４ カ月免除しますします下水道使用料の減免

「
下
水
道
」の「
基
本
料
金
」が「
０
円
」に
な
っ
て

い
れ
ば
、
減
免
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今号の主な内容
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・指定収集袋「容器包装プラスチック用」を無料配付します… 2面

・市内私立幼稚園・認定こども園～ ６年度に入園する園児を募集します～… 3 面

・ ６年度 ４月認可保育園などの「入園のしおり」配布… ４面

・第５2回市民文化祭…………………………………… 8面
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４
年
度
決
算
に
基
づ
く

市
の
財
政
健
全
化
判
断

比
率
な
ど
の
公
表

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」に
よ

り
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
財
政
健
全
化
判
断
比
率（
実

質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
）お
よ
び
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
４
年
度
決
算

に
基
づ
く
指
標
を
公
表
し
ま
す
。

◎
健
全
化
判
断
比
率

　
４
年
度
決
算
に
基
づ
く
算
定

結
果
は
、
実
質
赤
字
比
率
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
お
よ
び
将
来

負
担
比
率
が「
−（
数
値
な
し
）」、

実
質
公
債
費
比
率
が
マ
イ
ナ
ス

０
・
１
㌫
と
な
り
、
い
ず
れ
も

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す（
表
１
参

照
）。

（
１
）実
質
赤
字
比
率

　
実
質
赤
字
比
率
は
、
一
般
会

計
等
の
実
質
赤
字
額
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
割
合
を
示
し

て
い
ま
す
。
４
年
度
は
、
実
質

赤
字
額
が
な
い（
実
質
収
支
額

が
黒
字
で
あ
る
）た
め
、「
−（
数

値
な
し
）」と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）連
結
実
質
赤
字
比
率

　
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
一

般
会
計
等
の
ほ
か
、
公
営
事
業

全
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
実

質
赤
字
額
の
合
計
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
割
合
を
示
し
て

い
ま
す
。
４
年
度
は
、
こ
の
合

計
額
が
赤
字
と
な
ら
な
い
た
め
、

「
−（
数
値
な
し
）」と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
３
）実
質
公
債
費
比
率

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
地
方

債
元
利
償
還
金
、
公
債
費
に
準

ず
る
債
務
負
担
行
為
な
ど
、
実

質
的
な
債
務
す
べ
て
に
関
係
す

る
償
還
額
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
割
合（
過
去
３
カ
年
平

均
）を
示
し
て
い
ま
す
。

（
４
）将
来
負
担
比
率

　
将
来
負
担
比
率
は
、
一
般
会

計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

的
な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

４
年
度
は
、
将
来
負
担
額
よ
り

充
当
可
能
財
源
等
が
多
い
た
め
、

「
−（
数
値
な
し
）」と
な
っ
て
い

ま
す
。

◎
資
金
不
足
比
率

　
資
金
不
足
比
率
は
、
公
営
企

業
会
計
の
事
業
規
模
に
対
す
る

資
金
不
足
額
の
割
合
を
示
し
て

い
ま
す
。
東
久
留
米
市
で
は
、

下
水
道
事
業
会
計
が
対
象
と
な

っ
て
お
り
、
４
年
度
は
、
資
金

不
足
額
が
な
い
た
め
、「
−（
数

値
な
し
）」と
な
っ
て
い
ま
す

（
表
２
参
照
）。

◎
早
期
健
全
化
基
準
、
財
政
再

生
基
準
・
経
営
健
全
化
基
準

　
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、

一
つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準
以

上
で
あ
る
場
合
に
は「
財
政
健

全
化
計
画
」を
議
会
の
議
決
を

経
て
策
定
し
、
公
表
の
上
、
都

知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
財
政
再
生
基
準
以
上

で
あ
る
場
合
に
は「
財
政
再
生

計
画
」を
議
会
の
議
決
を
経
て

策
定
し
、
公
表
の
上
、
総
務
大

臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。「
財
政
再
生
計
画
」を
策

定
し
た
場
合
に
は
、
地
方
債
の

発
行
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
市

の
財
政
運
営
に
国
の
関
与
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
も
、

そ
の
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準

以
上
で
あ
る
場
合
に
は「
経
営

健
全
化
計
画
」を
議
会
の
議
決

を
経
て
策
定
し
、
公
表
の
上
、

都
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

l
財
政
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７

７
０
６市

民
税
・
都
民
税 

公
的
年
金
か
ら
の
引
き

落
と
し
が
始
ま
る
方
へ

　
対
象
の
方
は
１０
月
よ
り
、
５

年
度
市
民
税
・
都
民
税
の
公
的

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し（
特

別
徴
収
）が
始
ま
り
ま
す
。

e
原
則
、
次
の
す
べ
て
を
満
た

す
方

①
５
年
４
月
１
日
時
点
で
６５
歳

以
上
の
方
②
５
年
度
市
民
税
・

都
民
税
額
の
う
ち
、
前
年
中
の

年
金
所
得
に
係
る
税
額
が
あ
る

方
③
今
年
度
新
た
に
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
の
対
象
と
な

っ
た
方（
前
年
度
か
ら
継
続
の

方
は
、
４
月
よ
り
既
に
引
き
落

と
し
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
）

　
※
対
象
の
方
に
は
、
５
年
度

税
額
決
定
・
納
税
通
知
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

l
課
税
課
市
民
税
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７

７
７（
内
線

２
３
３
３
～

２
３
３
７
）

国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
の
産
前
産
後
期
間

の
保
険
料
免
除
の
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か

　
次
世
代
育
成
支
援
の
観
点

か
ら
、
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
が
出
産
し
た
際
に
、

出
産
前
後
の
一
定
期
間
の
国

民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
免
除
と
し
て
認
め
ら

れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
納

付
し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ

れ
ま
す
。

免
除
期
間
出
産
予
定
日
ま
た
は

出
産
日
の
月
の
前
月
か
ら
４
カ

月
間（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
出

産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
の
月

の
３
カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間
）

　
※
出
産
と
は
、妊
娠
８５
日（
４

カ
月
）以
降
の
出
産
を
い
い
ま

す（
早
産
・
死
産
・
流
産
お
よ

び
人
工
妊
娠
中
絶
を
含
む
）。

e
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
出
産
日
が
平
成
３１
年
２
月
１

日
以
降
の
方

届
け
出
時
期
出
産
予
定
日
の
６

カ
月
前
か
ら

届
け
出
先
市
保
険
年
金
課（
市

役
所
１
階
）

h
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も

の（
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
な

ど
）ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確

認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
）、
手
続
き
す
る
方

の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免

許
証
な
ど
）に
加
え
て
、
次

の
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
出
産
前
に
届
け
出
す
る
場

合
＝
母
子
健
康
手
帳
な
ど
出

産
予
定
日
が
わ
か
る
も
の

▼
出
産
後
に
届
け
出
す
る
場

合
＝
出
産
日
は
市
役
所
で
確

認
で
き
る
た
め
原
則
不
要
。

た
だ
し
、
被
保
険
者
と
子
が

別
世
帯
な
ど
、
親
子
関
係
が

不
明
な
と
き
は
、
出
生
証
明

書
な
ど
出
産
日
と
親
子
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
書
類

l
武
蔵
野
年
金
事
務
所
☎
０

４
２
２
・
５
６
・
１
４
１
１

ま
た
は
市
保
険
年
金
課
☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
３
２

国
民
年
金

だ
よ
り

表１　４年度　健全化判断比率
※（　　）は前年度数値。単位％。

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

東久留米市
比率

−
（−）

−
（−）

△０．１
（△０．１）

−
（−）

早期健全化
基準

１２．１4
（１２．１２）

１７．１4
（１７．１２）

２５．０
（２５．０）

３５０．０
（３５０．０）

財政再生
基準

２０．０
（２０．０）

３０．０
（３０．０）

３５．０
（３５．０）

表２　４年度　資金不足比率
※（　　）は前年度数値。単位％。

資金不足比率

東久留米市比率 −
（−）

経営健全化基準 ２０．０
（２０．０）

市n

l企画調整課☎０42・47０・77０2 　市では、家庭ごみの減量と分別を考えていただくきっかけ
として、指定収集袋「容器包装プラスチック用」（2０リットル
2０枚）」を市内全戸に配付します。また、ごみの分別が分かり
やすくなるよう指定収集袋のデザイン変更を来年度に予定し
ており、今回お配りするのは変更後のものです。
　１０月下旬から順次配付しますので、家庭ごみの減量と分別
への皆さんのご協力をお願いします。

「ときめき」第70号の表紙

lごみ対策課☎０42・47３・2１１7

新デザインの容器包装プラスチック用

　「東久留米市デジタル田園都市国家構想総合戦略」の
策定に向けて、その素案について市民の皆さんに説明
を行うとともに、意見を伺うため説明会を開催します。
森本英香氏（早稲田大学法学部教授・元環境事務次官）
による講演なども予定していますので、ぜひご参加く
ださい。
a１０月１4日㈯午前１０時～正午
b市役所 7階7０１会議室
f６０人（申し込み多数の場合は抽選し、ご参加いただ
けない方には、個別にご連絡します）
k１０月 ８ 日㈰までに（消印有効）、申し込みフォームま
たはm（kikakuchosei@city．higashikurume．lg．jp）、
郵送（〒2０３−８５５５、市役所企画調整課宛て）、o（０42
・47０・7８０4）のいずれかの方法で、市民説明会への参
加希望・住所（町名までで可）・氏名・電話番号・mア
ドレス（ある方のみ）を記入の
上、お申し込みください
　※�手話通訳希望者はその旨
を申し込み時に明記して
ください。 市n

申し込み
フォーム

指定収集袋「容器包装プラスチック用」を無料配付します指定収集袋「容器包装プラスチック用」を無料配付します「東久留米市デジタル田園都市国家
構想総合戦略」の策定に向けて
市民説明会を開催します

男女共同参画男女共同参画
情報誌情報誌

第70号を発行しました「ときめき」
主な内容▼ときめきインタビュー＝榎本義樹氏（やさいのおう
ち東久留米）▼特集＝「男らしさ」を考え直す～ジェンダー差別
は男性をもつらくする～▼東久留米市第 ４ 次男女平等推進プラ
ンを策定しました▼フィフティ・フィフティから＝専門相談案
内など
配布場所「ときめき」は、市nから最新号とバック
ナンバーをご覧になれる他、男女平等推進センタ
ー(市役所 2 階）、市内案内板(同 １ 階）、東久留米
駅の市情報BOXで最新号を配布しています
l生活文化課男女共同参画係☎０42・47０・77３８ 市n
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

市民生活



こ
ど
も

と
教
育

児
童
手
当
な
ど
を 

振
り
込
み
ま
す 

　
６
月
～
９
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
指
定
預
金
口
座
へ
振
り

込
み
ま
す
。

振
込
予
定
日
▼
児
童
手
当
＝
１０

月
１０
日
㈫
▼
児
童
育
成
手
当
＝

１０
月
１１
日
㈬
▼
ひ
と
り
親
家
庭

住
宅
手
当
＝
１０
月
１３
日
㈮

　
※
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
入

金
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

l
児
童
青
少
年
課
助
成
支
援
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
６

学
校
一
斉
公
開
日

　
学
校
一
斉
公
開
日
は
、
市
の

教
育
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

し
て
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
多
く
の
市
民
の
方
に
各

学
校
の
取
組
を
参
観
し
て
い
た

だ
く
日
で
す
。

公
開
日
１０
月
２１
日
㈯

公
開
時
間
・
内
容
下
表
参
照

i
公
開
時
間
は
予
定
で
す
の
で
、

各
学
校
か
ら
の
案
内
な
ど
を
ご

確
認
の
上
、
来
校
し
て
く
だ
さ

い
。

　
※
時
間
割
や
内
容
な
ど
の
詳

細
は
、
各
学
校
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

j
最
新
の
情
報
は
、
市
n
や
各

学
校
n
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、

来
校
の
際
は
ご
確
認
く
だ
さ
い

l
各
学
校
ま
た
は
指
導
室
指
導

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
８
１
、

m（shido@
city.higashiku 

rum
e.lg.jp

）

高齢者・福祉こどもと教育

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
こ
ど
も
を
持
つ

家
庭
の
支
援
事
業
と
し
て
厚
生

労
働
省
と
都
が
推
進
し
て
い
る

事
業
で
す
。
実
施
主
体
は
市
で
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
委
託
を

受
け
て
運
営
し
、
子
育
て
の
手

助
け
を
し
て
ほ
し
い
方（
フ
ァ

ミ
リ
ー
会
員
）と
、
子
育
て
の

お
手
伝
い
を
し
た
い
方（
サ
ポ

ー
ト
会
員
）が
会
員
と
な
っ
て
、

地
域
で
助
け
合
う
組
織
で
す
。

　
幼
稚
園
行
事
な
ど
で
こ
ど
も

を
連
れ
て
い
け
な
い
時
、
買
い

物
や
外
出
時
に
預
け
た
い
時
、

残
業
な
ど
で
保
育
園
や
学
童
の

お
迎
え
が
間
に
合
わ
な
い
時
な

ど
に
地
域
の
協
力
者
が
お
手
伝

い
し
ま
す
。

利
用
料
金
▼
平
日
お
よ
び
土
曜

日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
＝

１
時
間
当
た
り
７
０
０
円
▼
平

日
お
よ
び
土
曜
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
以
外
の
時
間
＝
１

時
間
当
た
り
９
０
０
円
▼
日
曜

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
＝
１
時

間
当
た
り
９
０
０
円

　
※
前
日
ま
で
の
キ
ャ
ン
セ
ル

は
無
料
。
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
は

依
頼
し
た
時
間（
利
用
時
間
）の

半
額
に
な
り
ま
す
。

利
用
方
法
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
・

サ
ポ
ー
ト
会
員
の
い
ず
れ
も
入

会
申
し
込
み（
会
員
登
録
）が
必

要
で
す
。
ま
ず
は
事
業
説
明
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い

サ
ポ
ー
ト
会
員
募
集
市
内
お
よ
び

近
隣
市
に
居
住
す
る
満
２０
歳
以

上
の
、
相
互
援
助
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
入
会
後
、
講
習
会
の

受
講（
修
了
）に
よ
り
登
録
と
な

り
、
そ
の
後
活
動
を
紹
介
し
ま

すl
同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
☎
０４２
・

４
７
５
・
３
２
９
４

５
年
度
東
京
都
子
育
て 

支
援
員
研
修（
第
３
期
） 

受
講
生
募
集

　
保
育
や
子
育
て
支
援
分
野
に

従
事
す
る
上
で
、
必
要
な
知
識

や
技
能
な
ど
を
有
す
る「
子
育

て
支
援
員
」の
養
成
研
修
で
す
。

募
集
コ
ー
ス
①
地
域
保
育
コ
ー

ス
②
地
域
子
育
て
支
援
コ
ー
ス

③
放
課
後
児
童
コ
ー
ス

a
１２
月
か
ら
順
次
研
修
開
始

b
新
宿
、
立
川
な
ど

　
※
地
域
保
育
コ
ー
ス
の
講
義

科
目
は
原
則
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
。

e
都
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、

今
後
、
子
育
て
支
援
員
と
し
て

就
業
す
る
意
欲
の
あ
る
方

k
１０
月
２
日
㈪
～
１６
日
㈪
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
し
込
み（
各
申

し
込
み
先
の
n
か
ら
）ま
た
は

所
定
の
申
込
書（
市
区
町
村
窓

口
ま
た
は
n
か
ら
入
手
可
）を

郵
送（
簡
易
書
留
。
当
日
消
印

有
効
）で
申
し
込
み
を

申
し
込
み
先
▼
①
＝
都
福
祉
保

健
財
団
☎
０３
・
３
３
４
４
・
８

５
３
３
▼
②
・
③
＝
株
式
会
社

東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
☎
０３

・
５
９
１
３
・
６
２
２
５

　
※
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
日
程
な

ど
、
研
修
の
詳
細
は
、
募
集
要

項
ま
た
は
各
申
し
込
み
先
の
n

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

l
都
福
祉
局
子
供
・
子
育
て
支

援
部
企
画
課
☎
０３
・
５
３
２
０

・
４
１
２
１

都福祉保健財団n
（地域保育

コース）

株式会社
東京リーガル
マインドn

都福祉局n

子
育
て
に
関
す
る 

利
用
者
支
援

　
市
で
は
、
子
育
て
中
の
方
や

妊
婦
の
方
が
、
主
に
保
育
に
関

す
る
施
設
や
地
域
の
子
育
て
支

援
事
業
の
中
か
ら
、
必
要
な
支

援
を
選
択
し
て
円
滑
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
利
用
者
支
援
員

が
窓
口
な
ど
で
情
報
提
供
・
相

談
・
助
言
な
ど
を
行
う「
利
用

者
支
援
事
業
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
市
内
の
私
立
幼
稚
園
と
認

定
こ
ど
も
園
で
は
、
６
年
度

に
入
園
す
る
園
児
を
左
表
の

通
り
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

直
接
各
園
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市
内
私
立
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

～
６
年
度
に
入
園
す
る
園
児
を
募
集
し
ま
す
～

表　私立幼稚園と認定こども園の募集概要

幼稚園名
（所在地、電話番号）

募集人員
開所時間 願書の

配付開始日 受付開始日
満３歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

認定こども園
神山幼稚園

（神宝町１−１７−１２、☎０４２・４７１・２５４９）

１号児 ３ ２８ 若干名 − 午前７時５０分～
午後７時

１０月１６日㈪

１１月１日㈬

２号児 − ３０ 若干名 −

落合幼稚園
（新川町１−１３−１９、☎０４２・４７１・２６３９） − １２０ 若干名 若干名 午前７時半～

午後６時半

久留米神明幼稚園
（中央町２−９−３０、☎０４２・４７１・２７２６） − ９０ 応相談 応相談 午前８時～

午後６時 １０月１５日㈰

認定こども園東久留米こども園
前沢幼稚園

（前沢２−２−２、☎０４２・４７１・４１５５）

１号児 ２０ ５３ 若干名 − 午前７時半～
午後６時半

１０月１６日㈪

２号児 − ３３ − −

豊島なでしこ幼稚園
（東本町８−１４、☎０４２・４７１・３７７２） − ３６ １０ − 午前８時～

午後６時

自由学園幼児生活団幼稚園
（学園町１−１１−１７、☎０４２・４２２・３１１８） − ３０ 若干名 若干名 午前８時～

午後６時

　
ま
た
、
利
用
者
支
援
員
が
保

育
施
設
へ
の
入
所
や
市
内
の
保

育
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ご
案
内

す
る「
利
用
者
支
援
員
相
談
」を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
利
用
に
あ
た

っ
て
は
事
前
に
相
談
日
時
を
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

k
l
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
政

策
担
当（
利
用
者
支
援
員
）☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
４
０
へ

市n

高
齢
者

・
福
祉

「
し
ご
と
フ
ェ
ア
」開
催

　
市
内
の
障
害
者（
児
）福
祉
施

設
が
、
職
員
を
募
集
す
る
合
同

就
職
相
談
会
で
す
。

　
会
場
内
に
設
け
ら
れ
た
各
事

業
所
の
ブ
ー
ス
を
自
由
に
行
き

来
し
、
担
当
者
と
直
接
話
を
す

る
こ
と
で
、
障
害
者
福
祉
施
設

で
の
仕
事
に
関
し
て
よ
り
深
く

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

a
１０
月
２０
日
㈮
午
後
１
時
～
５

時b
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
・
屋
内

ひ
ろ
ば（
市
役
所
１
階
）

e
福
祉
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る

求
職
中
の
方

j
映
像
の
放
映
や
作
業
所
で
制

作
し
た
作
品
な
ど
の
販
売
も
予

定l
障
害
福
祉
課
地
域
支
援
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
４
７

（
４
面
へ
続
く
）

表　各小学校の公開時間・内容
学校名・電話番号 公開時間・内容

第一小学校
☎０４２・４７１・００１４

午前８時４５分～１１時半
授業公開、セーフティ教室

（５・６年生）

第二小学校
☎０４２・４７１・０１３４

午前８時半～午後０時５分
授業公開、セーフティ教室

（３年生）、がん教育（６年
生）

第三小学校
☎０４２・４７１・０１０４

午前８時半～正午
三小まつり

第五小学校
☎０４２・４６１・５８４３

午前８時３５分～午後０時５
分
授業公開、キャリア教育（６
年生）

第六小学校
☎０４２・４７１・５３７０

午前９時２０分～１１時５５分
授業公開、情報モラルに関
する授業（３～６年生）

第七小学校
☎０４２・４７１・０１１４

午前８時半～正午
授業公開、東久留米音頭（２
・３年生）

第九小学校
☎０４２・４７１・７５４８

午前８時半～午後０時１５分
授業公開、特別の教科　道
徳（全学級）

第十小学校
☎０４２・４７３・９１９６

午前９時２５分～午後０時５
分
授業公開、特別の教科　道
徳（全学級）、がん教育（６
年生）

小山小学校
☎０４２・４７４・１６９１

午前９時２０分～１１時３５分
子どもまつり（全学級）

神宝小学校
☎０４２・４７４・４１０８

午前８時３５分～午後０時半
学習発表会（全学級）

南町小学校
☎０４２・４６１・２６６２

午前９時半～午後０時５分
授業公開、特別の教科　道
徳（全学級）

本村小学校
☎０４２・４７４・０４０４

午前８時４０分～正午
授業公開、特別の教科　道
徳（全学級）、東久留米音頭

（２・３年生）、がん教育（６
年生）

表　各中学校の公開時間・内容
学校名・電話番号 公開時間・内容

久留米中学校
☎０４２・４７１・００３０

午前９時２０分～午後２時
合唱コンクール（全学級）

東中学校
☎０４２・４７１・２７６５

午前８時半～午後３時２０分
文化祭（全学級）

西中学校
☎０４２・４７１・４４００

午前８時４５分～午後０時
３５分
授業公開、ロードレース大
会（全学級）

南中学校
☎０４２・４２１・９５７３

午前８時４５分～１１時３５分
授業公開、特別の教科　道
徳（全学級）

大門中学校
☎０４２・４７４・１７５３

午前８時４５分～正午
授業公開、セーフティ教室

（全学級）

下里中学校
☎０４２・４７３・７１１５

午前８時４５分～１１時４０分
授業公開、特別の教科　道
徳（全学級）、メンタルトレ
ーニング講座（３年生）

中央中学校
☎０４２・４７３・８８８１

午前９時～１１時４０分
合唱コンクール（全学級）
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（
３
面
か
ら
続
く
）

介
護
の
し
ご
と
入
門
研
修

　
介
護
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
、

勉
強
し
た
い
方
、
働
き
た
い
方
、

全
７
回
の
研
修
で
介
護
の
仕
事

の
基
礎
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

研
修
最
終
日
に
は
、
介
護
の
仕

事
や
働
き
方
に
つ
い
て
、
市
内

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
方
に

相
談
で
き
る「
お
し
ご
と
相
談

会
」を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
研
修
は
厚
生
労
働

省
が
定
め
る「
介
護
に
関
す
る

入
門
的
研
修
」に
位
置
づ
け
ら

れ
ま
す
。

◎
事
前
説
明
会

a
１０
月
２４
日
㈫
午
前
１０
時
～
１１

時
半

b
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル（
市
役

所
１
階
）

j
説
明
会
に
参
加
で
き
な
く
て

も
、
研
修
に
申
し
込
む
こ
と
は

可
能
で
す

◎
研
修

a
全
７
回
。
１１
月
８
日
・
１５
日

・
２２
日
・
２９
日
・
１２
月
６
日
・

１３
日
・
２０
日
、
い
ず
れ
も
水
曜

日
の
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

　
※
終
了
時
間
は
日
程
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

b
成
美
教
育
文
化
会
館

e
市
内
で
の
介
護
の
仕
事
に
興

味
の
あ
る
方
で
、
全
７
回
の
研

修
と
お
し
ご
と
相
談
会
に
参
加

で
き
る
方

f
先
着
３０
人

j
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
の
保

育
あ
り（
定
員
５
人
）。
申
し
込

み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い

k
１０
月
２
日
㈪
～
２６
日
㈭
に
、

株
式
会
社
ツ
ク
イ
ス
タ
ッ
フ
へ

電
話（
☎
０３
・
４
５
４
６
・
８

３
９
３
）、
o（
０３
・
６
７
７
２

・
７
０
５
２
）、
m（so-info@

tsukui-staff.net

）ま
た
は
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

l
介
護
福
祉
課
地
域
ケ
ア
係
☎

０４２
・
４
７

０
・
７
７

７
７（
内

線
２
５
０

１
～
２
５
０
３
）

認
知
症
介
護
者
家
族
会 

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
ご

家
族
の
方
、
一
人
で
介
護
の
悩

み
を
か
か
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

日
々
の
こ
と
や
心
配
ご
と
な
ど
、

気
軽
に
話
し
、
ほ
っ
と
で
き
る

場
所
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
お
申
し
込
み
の
上
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

a
１０
月
１７
日
㈫
午
後
１
時
１５
分

～
２
時
４５
分

b
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
会
議
室

２e
上
の
原
・
神
宝
町
・
金
山
町

・
氷
川
台
・
大
門
町
・
東
本
町

・
新
川
町
・
浅
間
町
・
小
山
に

お
住
ま
い
の
方

i
１０
月
は
東
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
主
催(

中
部
・
西
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
１１

月
に
開
催
し
ま
す)

k
l
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
２
８
・
７
７
８

８
ま
た
は
☎
０４２
・
４
７
３
・
９

９
９
６
へ

東
久
留
米
市
地
域
自
立

支
援
協
議
会
研
修
会

a
１０
月
２６
日
㈭
午
前
１０
時
～
正

午b
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル（
市
役

所
１
階
）

c「
親
と
子
の
か
か
わ
り
を
考

え
る
―
性
教
育
の
視
点
か
ら

―
」、
日
常
的
な
家
庭
で
の
親

子
関
係
、
障
害
児
サ
ー
ビ
ス
と

家
庭
の
役
割
な
ど
を
性
教
育
の

視
点
か
ら
考
え
ま
す

e
市
内
の
障
害
児
者
保
護
者
、

施
設
職
員
お
よ
び
関
係
機
関
職

員
な
ど

d
斎
藤
利
之
氏

g
無
料

k
１０
月
１３
日
㈮
ま
で
に（
閉
庁

日
時
を
除
く
）、
直
接
障
害
福

祉
課
窓
口（
市
役
所
１
階
）で

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

４
７
、
o（
０４２
・
４
７
５
・
８

１
８
１
）

清
瀬
・
東
久
留
米
ホ
ス

ピ
ス
緩
和
ケ
ア
週
間
　

パ
ネ
ル
展
示

　
重
い
病
を
抱
え
る
方
や
そ
の

家
族
の
心
身
の
さ
ま
ざ
ま
な
つ

ら
さ
を
和
ら
げ
る
取
り
組
み

（
緩
和
ケ
ア
）に
つ
い
て
の
パ
ネ

ル
展
示
、
資
料
配
布
を
行
い
ま

す
。
清
瀬
・
東
久
留
米
ホ
ス
ピ

ス
緩
和
ケ
ア
週
間
n
で
も
動
画

や
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

a
１０
月
２
日
㈪
午
後
２
時
頃
～

１３
日
㈮
午
後
２
時
頃

b
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
裏
）

j
近
隣
緩
和
ケ
ア
病
棟
や
自
宅

で
受
け
ら
れ
る
緩
和
ケ
ア
、
患

者
カ
フ
ェ
、
Ａ
Ｃ
Ｐ（
人
生
会

議
）に
つ
い
て
の
資
料
な
ど
も

あ
り
ま
す

l
市
在
宅
療
養
相
談
窓
口
☎
０４２

・
４
２
０
・
５
５
２
１

清瀬・東久留米
ホスピス

緩和ケア週間n

申し込み
フォーム

　市では、高齢者のみまもりに関する事業を多数実施し、さまざまな視点から高齢者のみまもりに取り組んでいます。日常生活の中で、「いつもと違
う」「何かおかしい」と感じたら、担当の地域包括支援センターへご相談ください。
　各事業は下表の通り、対象となる方の要件などがありますので、詳細は担当までお問い合わせください。

高齢者のみまもりに関する支援をご案内します高齢者のみまもりに関する支援をご案内します

市n
（４月の１次申請案内）

市n
（認可保育施設空き状況）

新年度申請窓口
専用予約フォーム

　 ６年 ４月からの認可保育施設入所申し込みに必要な入園のしおりを配布、公開します。申
請方法などの詳細は、市nをご確認ください。
ab１０月２７日㈮から、子育て支援課（市役所 ２階）で配布（市nでも公開）
c受け入れ予定数については１１月 ６ 日㈪に子育て支援課窓口、市nで公開予定です。申請を
希望する方は、次のいずれかの方法で申し込んでください
　▼郵送▼子育て支援課設置ポスト▼マイナンバーカードを使用した電子申請（ぴったりサ
ービス）▼窓口（要事前予約）
※�「就労証明書」の取得に時間がかかる方は、早めに準備してください。「就労証明書」の様式
は、市nで公開しています（証明書の有効期限は作成日から ３カ月以内です）。
e新たに保育園などに入所を希望する方、 ６年度 ４月から転所を希望する方
i▼ ５年度の入所申請をしている方も、 ６年度 ４月からの入所を希望する場合は、必ず再度
申し込みをしてください▼m・oでの申し込みは受け付けていません
l同課保育・幼稚園係☎０４２・４７０・７７４５

表　高齢者のみまもりに関する事業一覧
事業名 対象者 内容 担当

みまもりネットワーク事業
おおむね６５歳以上のひとり暮らしまたは高齢者の
み世帯で、介護保険など定期的な公的サービス未利
用の方

みまもり協力員が高齢者に声掛けや遠いみまもり（郵便
物の確認など）を行います。地域包括支援センターで相
談の上、個別に計画します。

東部地域包括支援センター
☎０４２・４７３・９９９６
または同本部☎０４２・４２８・７７８８
中部地域包括支援センター
☎０４２・４７０・８１８６
または同本部☎０４２・４５１・５１２１
西部地域包括支援センター
☎０４２・４７２・０６６１
介護福祉課地域ケア係
☎０４２・４７０・７７７７（内線２５０２）

配食サービス事業
おおむね６５歳以上のひとり暮らしまたは高齢者の
みの世帯で、日常生活（食の確保）に支障があり、定
期的な安否確認を要する方

バランスのとれた食事で健康保持を図り、定期的な触れ
合いで安否確認をします。最大週４食まで可能。申請に
基づき決定します。１食５００円。

あんしん生活調査
「７５歳以上のひとり暮らし」または「高齢者のみの世
帯（７５歳以上の方がおり、ほか全員が６５歳以上の
方である世帯）」

毎年、地域包括支援センター職員が担当地域を決めて直
接訪問し、高齢者の生活を支える基礎情報をお伺いしま
す。調査内容は、市および地域包括支援センターにて保
管します。

救急通報システム事業 ６５歳以上のひとり暮らしまたは病弱な高齢者のみ
の世帯で、心臓疾患などで常時注意を要する方など

直接消防署へ連絡できる機器を貸与します。NTTの電
話回線と協力員が２人必要（おおむね５００m以内に居住
している方）。所得により負担額が異なります。

福祉総務課高齢者福祉係
☎０４２・４７０・７７７７
（内線２５０８）

乳酸飲料配布事業
６５歳以上のひとり暮らしで、みまもりネットワー
ク事業や配食サービスを利用していない方（介護保
険サービスなどを未利用の方）

安否確認のため、乳酸菌飲料を週に４回配達します。緊
急連絡先として市内または近隣市に住む方２人の登録が
必要。無料。

友愛活動
（東久留米市シニアクラブ連合会）

シニアクラブ連合会に加入している老人クラブの活
動区域で、ひとり暮らしをしている高齢者の方や高
齢者世帯など

見守りなどが必要な方に対して、シニアクラブ連合会の
会員が、電話や声掛けで安否確認を行い、家庭訪問をし
て話し相手になることで孤立感を解消します。

ミニデイホーム・子育てサロン活動 主に日中に孤立しがちなひとり暮らし高齢者、障害
者、乳幼児を抱える親など

趣味・健康・交流活動などを通して顔の見える関係をつ
くります。月１～２回。

市社会福祉協議会
☎０４２・４７５・０７３９

保育施設入所の対象となる保護者
保護者の状況 入所申請・入所の条件

就労している 従事時間が週３日以上かつ１日当たり４時間以
上あること

出産前後である 出産予定月とその前後２カ月にあたっている

疾病・障害がある 医師の診断により「保育にあたることが困難で
ある」こと

看護・介護をしている 従事時間が週３日以上かつ１日当たり４時間以
上あること

災害復旧にあたっている 従事時間が週３日以上かつ１日当たり４時間以
上あること

求職活動を開始する 入所後３カ月の間に就労を開始すること

就学中 従事時間が週３日以上かつ１日当たり４時間以
上あること

令和６年４月（一次）入所申請スケジュール
日程 内容

１０月２７日㈮ ６年度「入園のしおり」配布、公開開始

１１月６日㈪ 郵送・ぴったりサービス・子育て支援課設置ポ
ストでの申請受け付け開始

１１月１３日㈪ 窓口申請の予約受け付け開始（予約は専用予約
フォームまたは電話で）

１１月２１日㈫ 窓口申請の予約受け付け終了
１１月２４日㈮～２８日㈫ 窓口申請の受け付け期間（要事前予約）
１２月６日㈬ ６年度４月（一次）申請受け付け終了

１２月２２日㈮ 「希望保育施設変更届」および「不足書類など」の
提出締め切り

６年２月上旬（予定） 利用調整結果通知の送付（一次）

６年度４月認可保育園などの「入園のしおり」配布
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高齢者・福祉



東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス

新
規（
１0
月
～
３
月
） 

購
入
手
続
き

　
都
営
交
通
・
都
内
民
営
バ
ス

な
ど
が
利
用
で
き
る「
東
京
都

シ
ル
バ
ー
パ
ス
」を
購
入
で
き

ま
す
。

有
効
期
限
６
年
９
月
３０
日
㈪

e
都
内
に
住
所
を
有
す
る
満
７０

歳
以
上
の
方

g
次
の
通
り

①
住
民
税
が
課
税
の
方
＝
２
万

５
１
０
円

②
住
民
税
が
非
課
税
の
方
＝
１

０
０
０
円

③
住
民
税
が
課
税
で
、
合
計
所

得
金
額
が
１
３
５
万
円
以
下
の

方
＝
１
０
０
０
円

必
要
書
類
本
人
確
認
書
類（
健

康
保
険
証
な
ど
）。
た
だ
し
、

前
記
費
用
の
②
・
③
に
該
当
す

る
方
は
次
の（
ア
）～（
ウ
）の
い

ず
れ
か
１
点
も
追
加
で
必
要
と

な
り
ま
す

（
ア
）「
介
護
保
険
料
額
決
定
通

知
書
兼
納
入
通
知
書
」の
所
得

段
階
区
分
欄
に「
第
一
段
階
～

第
六
段
階
」の
い
ず
れ
か
の
記

載
の
あ
る
も
の

（
イ
）住
民
税
課
税
証
明
書
ま
た

は
非
課
税
証
明
書

（
ウ
）生
活
保
護
受
給
証
明
書

i
▼（
ア
）は
再
発
行
で
き
ま
せ

ん
。
お
手
元
に
な
い
場
合
は

（
イ
）を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
▼

（
ウ
）は
５
年
４
月
１
日
以
降
に

発
行
さ
れ
、
生
活
扶
助
受
給
が

確
認
で
き
る
も
の
に
限
り
ま
す

k
最
寄
り
の
バ
ス
営
業
所
・
都

営
地
下
鉄
定
期
券
販
売
所
な
ど

の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
発
行
窓
口
で

l
東
京
バ
ス
協
会
シ
ル
バ
ー
パ

ス
専
用
電
話
☎
０３
・
５
３
０
８

・
６
９
５
０（
平
日
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）

住
環
境

１0
月
９
日
月・祝
の 

ご
み
収
集

　
１０
月
９
日
は
祝
日
で
す
が
、

平
日
と
同
様
に
収
集
し
ま
す
。

　
ご
み
と
資
源
物
は
、
決
め
ら

れ
た
収
集
日
の
当
日
、
午
前
８

時
半
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
廃
家
電
類
を
除
く
全
品
目

が
戸
別
収
集
で
す
。

　
ご
み
収
集
日
や
分
別
な
ど
の

ご
み
出
し
ル
ー
ル
は
市
n
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

l
ご
み
対
策
課
☎
０４２
・
４
７
３

・
２
１
１
７（
粗
大
ご
み
の
申

し
込
み
は
☎

０４２
・
４
７
３

・
２
１
１
８

ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
）

消
防
団
員
募
集

　
消
防
団
員
は
、
仕
事
を
持
ち

な
が
ら「
わ
が
街
を
災
害
か
ら

守
る
」と
い
う
使
命
感
の
も
と
、

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
大
切
な
人
、
大
切
な
自
分
の

街
を
守
り
た
い
」そ
ん
な
気
持

ち
を
お
持
ち
の
方
、
地
域
に
密

着
し
た
消
防
団
に
入
団
し
ま
せ

ん
か
。

入
団
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
の

１８
歳
以
上
で
、
志
の
あ
る
身
体

強
健
な
方

消
防
団
の
身
分
・
処
遇
消
防
団

員
は
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で

す
▼
報
酬
や
手
当
な
ど
は
市
の

規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
▼

消
防
団
活
動
に
よ
り
負
傷
し
た

場
合
は
補
償
制
度
が
あ
り
ま
す

▼
消
防
団
活
動
に
必
要
な
被
服

は
貸
与
さ
れ
ま
す
▼
職
務
に
あ

た
っ
て
功
労
・
功
績
が
あ
っ
た

場
合
は
表
彰
さ
れ
ま
す

i
防
災
防
犯
課
消
防
担
当
か
ら

居
住
地
ま
た
は
勤
務
地
を
担
当

す
る
区
域
の
分
団
長
に
連
絡
し
、

ご
本
人
と
分
団
長
が
面
談
の
上
、

分
団
長
の
推
薦
の
も
と
、
消
防

団
長
が
任
命
し
ま
す
。
団
員
の

配
置
定
数
が
あ
り
ま
す
の
で
、

分
団
に
よ
っ
て
は
入
団
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

k
l
防
災
防
犯
課
消
防
担
当
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
６
９

油・断・快
適
！
下
水
道

～
下
水
道
に
油
を
流
さ
な
い
で

！
～

　
キ
ッ
チ
ン
か
ら
流
れ
た
油
は
、

下
水
道
管
の
つ
ま
り
や
悪
臭
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
鍋
や
食
器

に
付
い
た
油
汚
れ
は
、
洗
う
前

に
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の

行
動
が
川
や
海
の
良
好
な
水
環

境
に
つ
な
が
り
ま
す
。

l
市
施
設
建
設
課
下
水
道
計
画

担
当
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
５

８
、
都
下
水
道
局
流
域
下
水
道

本
部
☎
０４２
・
５
２
７
・
４
８
２

８
大
雨
や
台
風
へ
の
備
え
を

　
日
本
で
は
毎
年
の
よ
う
に
大

雨
や
台
風
な
ど
の
風
水
害
に
見

舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
に
正
し
い
対
応
が
で
き
る

よ
う
、
知
識
や
対
策
を
身
に
つ

け
備
え
ま
し
ょ
う
。

家
の
周
り
の
確
認
を
▼
側
溝
や

雨
水
ま
す
の
ご
み
や
土
砂
を
取

り
除
き
、
雨
水
を
排
水
で
き
る

よ
う
に
す
る
▼
風
で
飛
び
や
す

い
物
は
屋
内
に
入
れ
る

東
京
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
風

水
害
へ
の
備
え
や
災
害
が
発
生

し
た
と
き
に
と
る
べ
き
行
動
を
、

家
族
構
成
や
地
域
の
特
性
に
合

わ
せ
て
あ
ら
か
じ
め
時
系
列
で

決
め
て
お
く
冊
子
で
す
。
同
冊

子
は
消
防
署
や
防
災
防
犯
課

（
市
役
所
２
階
）で
配
布
し
て
い

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え

と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

l
東
久
留
米
消
防
署
防
災
安
全

係
☎
０４２
・
４
７
１
・
０
１
１
９

第
２８
回
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ 

バ
ル
実
行
委
員
募
集

　
６
年
６
月
の
環
境
月
間
に
、

市
内
最
大
規
模
の
環
境
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。
企
画
内
容

の
検
討
や
運
営
な
ど
、
中
心
的

な
役
割
を
担
う
実
行
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
企
画
運

営
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
イ
ラ
ス

ト
作
成
に
携
わ
っ
た
経
験
の
あ

る
方
、
若
い
方
な
ど
か
ら
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
議
開
催
日
時
１１
月
～
６
年
７

月
ま
で
の
毎
月
第
３
火
曜
日

（
６
月
を
除
く
）午
後
６
時
か
ら

２
時
間
程
度

報
酬
な
し

k
１０
月
２０
日
㈮
ま
で
に（
必
着
）、

「
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
応
募
」と
明
記
し
て
、
住

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
所
属

団
体
名（
所
属
し
て
い
る
方
）・

電
話
番
号
・
m
ア
ド
レ
ス（
お

持
ち
の
方
）を
記
入
の
上
、
〒

２０３

−

８
５
５
５
、
市
役
所
環
境

政
策
課
宛
て
郵
送
、
o（
０４２
・

４
７
０
・
７
８
０
９
）、
m（ka

nkyoseisaku@
city.higas 

hikurum
e.lg.jp

）ま
た
は
同

課（
市
役
所
５
階
）へ
直
接
持
参

を
　
※
応
募
の
結
果
は
、
１１
月
の

第
２
週
目
ま
で
に
第
１
回
実
行

委
員
会
の
開
催
通
知
と
合
わ
せ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
第
１
回
実
行
委
員
会

a
１１
月
２１
日
㈫
午
後
６
時
か
ら

b
市
役
所
７
階
７
０
１
会
議
室

（
予
定
）

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

５
３

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

団
体
・
わ
ん
わ
ん 

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
募
集

　
市
で
は
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
ろ
う
」と
考
え
て
い
る
団
体

・
事
業
者
や
、
愛
犬
の
散
歩
を

し
な
が
ら
地
域
や
子
ど
も
の
安

全
を
見
守
り
、
不
審
者
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随

時
募
集
・
登
録
し
て
い
ま
す
。

j
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
や

団
体
に
、
防
犯
用
品
を
配
付
・

貸
与
し
て
い
ま
す
▼
配
付
品
＝

防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー（
大
・
小
２

種
）▼
貸
与
品
＝
腕
章
、
合
図

灯
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
ベ
ス
ト
、

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は

「
自
動
車
用
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー

ト
」、
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
は「
わ
ん
パ
ト
バ
ン
ダ
ナ
」

「
わ
ん
パ
ト
リ
ー
ド
標
」「
わ
ん

わ
ん
バ
ッ
ク
」な
ど

l
防
災
防
犯
課
防
災
防
犯
担
当

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
６
９

「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

市
民
の
つ
ど
い
」開
催

　
１０
月
１１
日
㈬
か
ら
１０
日
間
実

施
さ
れ
る「
全
国
地
域
安
全
運

動
」の
一
環
と
し
て
開
催
し
ま

す
。

　
こ
の
運
動
は
、「
特
殊
詐
欺
」

や
住
宅
地
で
頻
発
す
る「
侵
入

盗
」な
ど
、
市
民
の
身
近
で
発

生
し
て
い
る
各
種
犯
罪
の
被
害

防
止
を
重
点
と
し
て「
守
ろ
う

よ　

私
の
好
き
な　

街
だ
か

ら
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

安
全
で
安
心
な
街
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

a
１０
月
５
日
㈭
午
後
１
時
か
ら

（
正
午
開
場
）

b
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

c「
安
全
・
安
心
街
づ
く
り
」市

民
宣
言
、
防
犯
講
演
、
参
加
者

全
員
に
よ
る
大
抽
選
会
な
ど

f
先
着
５
０
０
人

j
防
犯
協
会
、
田
無
警
察
署
主

催k
当
日
会
場
で

l
田
無
警
察
署
生
活
安
全
課
☎

０４２
・
４
６
７
・
０
１
１
０

お
知
ら
せ

５
年
度
表
彰 

功
労
者
を
表
彰
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
の
公
益
の
増
進

に
寄
与
し
、
市
民
の
生
活
と
文

化
の
向
上
に
特
に
功
労
の
あ
っ

た
方
を
表
彰
し
ま
す
。
表
彰
さ

れ
る
方
は
次
の
通
り
で
す（
敬

称
略
・
順
不
同
）。

表
彰
状
▼
産
業
功
労
者
＝
五
十

嵐
純
一
、
粕
谷
基
、
大
島
昇
▼

技
能
功
労
者
＝
村
山
三
郎
▼
保

健
衛
生
功
労
者
＝
阿
部
頼
子
、

植
松
弘
美
、
神
谷
貴
充
▼
社
会

福
祉
功
労
者
＝
沢
田
早
苗
▼
防

災
功
労
者
＝
岩
﨑
裕
彦
、
工
藤

征
暢
、
島
﨑
義
治
、
田
中
広
樹

▼
行
政
功
労
者
＝
古
井
祐
司
、

浦
崎
友
恵
、
佐
藤
佳
弘
▼
住
民

自
治
功
労
者
＝
早
川
重
義
、
山

口
秀
法
▼
納
税
功
労
者
＝
小
沢

文
世
、
三
富
四
郎
▼
環
境
功
労

者
＝
駒
田
智
久
▼
公
益
の
増
進

に
関
す
る
功
労
者
＝
佐
藤
芳
一

▼
市
民
体
育
功
労
者
＝
横
山
健

二
、
保
坂
聡
▼
文
化
功
労
団
体

＝
東
久
留
米
交
響
楽
団
、
絵
て

が
み
連
盟
▼
特
別
栄
誉
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者
及
び
団
体
＝
一
戸
彩

音
、
東
久
留
米
市
立
西
中
学
校

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

l
秘
書
広
報
課
秘
書
係
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
１
２

「
用
途
地
域
等
の
変
更
案
」 

お
よ
び「
生
産
緑
地
地
区

の
変
更
案
」の
縦
覧

　
「
東
村
山
都
市
計
画
用
途
地

域
・
高
度
地
区
・
防
火
地
域
及

び
準
防
火
地
域
・
特
別
工
業
地

区
の
変
更（
東
久
留
米
市
決
定
）

案
」お
よ
び「
東
村
山
都
市
計
画

生
産
緑
地
地
区
の
変
更（
東
久

留
米
市
決
定
）案
」を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法

第
１７
条
の
規
定
に
基
づ
き
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
同
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
市
長
に
対
し

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

縦
覧
期
間
１０
月
６
日
㈮
～
２０
日

㈮（
閉
庁
日
時
を
除
く
）

縦
覧
場
所
都
市
計
画
課（
市
役

所
５
階
）

e
市
内
在
住
の
方
お
よ
び
利
害

関
係
の
あ
る
方

意
見
書
の
提
出
方
法
縦
覧
期
間

中
に（
必
着
）、
〒
２０３

−

８
５
５

５
、
市
役
所
都
市
計
画
課
宛
て

郵
送
、
m（toshikeikaku@

city.higashikurum
e.lg. 

jp

）、
o（
０４２
・
４
７
０
・
７
８

０
９
）ま
た
は
直
接
同
課
へ
提

出
を

l
▼「
用
途
地
域
等
の
変
更
案
」

に
つ
い
て
＝
同
課
土
地
利
用
計

画
担
当
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

８
２
▼「
生
産
緑
地
地
区
の
変

更
案
」に
つ
い
て
＝
同
課
計
画

調
整
担
当
☎
０４２
・
４
７
０
・
７

７
６
２解

体
・
改
修
等
行
う
施

工
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
事
前
調
査
に

は
資
格
が
必
要
で
す
。
大
気
汚

染
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
よ
り
、
１０
月
１
日
よ
り

解
体
工
事
等
を
行
う
際
に
は
、

石
綿
の
有
無
に
つ
い
て
の
事
前

調
査
を「
必
要
な
知
識
を
有
す

る
資
格
者
」に
行
わ
せ
る
義
務

が
生
じ
ま
す
。

◎
必
要
な
資
格

▼
特
定
建
築
物
石
綿
含
有
建
材

調
査
者（
特
定
調
査
者
）▼
一
般

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者

（
一
般
調
査
者
）▼
一
戸
建
て
等

石
綿
含
有
建
材
調
査
者（
一
戸

建
て
調
査
者
）▼
９
月
３０
日
以

前
に（
一
般
社
団
法
人
）日
本
ア

ス
ベ
ス
ト
調
査
診
断
協
会
に
登

録
さ
れ
て
い
る
者

j
石
綿
の
有
無
に
つ
い
て
分
析

調
査
を
す
る
場
合
、
調
査
の
結

果
、
石
綿
含
有
建
材
の
使
用
が

確
認
さ
れ
た
場
合
の
除
去
工
事

等
の
費
用
の
目
安
に
つ
い
て
は
、

市
n
を
ご
覧
く
だ
さ
い

l
環
境
政
策

課
生
活
環
境

係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７

５
３駅

西
口
の
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ

サ
ー
ビ
ス
を
再
開
し
ま
す

　
東
久
留
米
駅
西
口
周
辺
の
Ｗ

ｉ

−

Ｆ
ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
備
の

一
時
撤
去
に
伴
い
提
供
を
休
止

し
て
い
ま
し
た
が
、
同
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
再
開
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
再
開
日
１０
月
１
日
㈰

l
産
業
政
策
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
４
３

（
６
面
へ
続
く
） 市n

市n
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（
５
面
か
ら
続
く
）

く
る
く
る
商
店
め
ぐ
り

　
地
域
に
根
差
し
た
小
規
模
店

は「
入
る
の
に
敷
居
が
高
そ
う
」

「
ど
ん
な
も
の
が
売
ら
れ
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
」だ
け
ど
、

気
に
な
る
！ 
そ
ん
な
方
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

a
１０
月
２６
日
㈭
～
２８
日
㈯
、
い

ず
れ
も
午
前
１０
時
～
午
後
０
時

半（
雨
天
時
中
止
。
中
止
の
場

合
は
前
日
に
東
久
留
米
市
商
工

会
か
ら
連
絡
し
ま
す
）

b
東
久
留
米
駅
西
口
階
段
付
近

集
合

c
地
域
の
小
規
模
店
を
め
ぐ
り
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
魅
力
を
体

験
し
ま
す（
お
土
産
あ
り
）。
ま

た
、
店
舗
を
め
ぐ
る
移
動
中
、

駅
周
辺
の
歴
史
に
関
す
る
豆
知

識
も
学
べ
ま
す
。

f
各
日
先
着
５
人

d
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｔ
ｎ
ｃ
中
小
企

業
支
援
セ
ン
タ
ー

g
無
料

j
▼
参
加
さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
同
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介

を
お
願
い
し
ま
す
▼
詳
細
は
市

n
を
ご
覧
く
だ
さ
い

k
１０
月
２
日
㈪
午
前
９
時
か
ら

電
話
で
同
商
工
会
へ

l
同
商
工
会
・
千
葉
☎
０４２
・
４

７
１
・
７
５

７
７（
午
前

９
時
～
午
後

５
時
半
）

職
員
募
集

学
童
保
育
所 

会
計
年
度
任
用
職
員

①
児
童
厚
生
指
導
員（
会
計
年

度
任
用
職
員
・
専
門
職〈
育
休

代
替
職
員
含
む
〉）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

１
２
４
時
間
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
７
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
な
ど

応
募
資
格
保
育
士
、
社
会
福
祉

士
、
学
校
教
員
免
許
法
第
４
条

に
規
定
す
る
免
許
の
い
ず
れ
か

の
有
資
格
者
、
ま
た
は
放
課
後

児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
を

修
了
し
た
者
も
し
く
は
受
講
資

格
を
持
つ
者

報
酬
月
額
２１
万
２
８
８
０
円

応
募
書
類
▼
市
販
履
歴
書（
写

真
貼
付
）▼
資
格
証
明
書
の
写

し
▼「
児
童
厚
生
指
導
員
と
し

て
仕
事
を
す
る
上
で
大
切
に
し

た
い
こ
と
」に
つ
い
て
考
え
や

意
見
を
原
稿
用
紙
で
８
０
０
字

以
内
に
ま
と
め
た
小
論
文

募
集
人
数
若
干
名（
育
休
代
替

職
員
は
１
人
）

②
児
童
厚
生
員（
会
計
年
度
任

用
職
員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

７５
時
間
程
度
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
６
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
の
補
助
な

ど報
酬
時
給
１
１
３
３
円

応
募
書
類
市
販
履
歴
書（
写
真

貼
付
）

募
集
人
数
若
干
名

《
共
通
事
項
》

任
用
期
間
１１
月
１
日
～
６
年
３

月
３１
日（
６
年
３
月
３１
日
以
降

は
条
件
付
き
で
再
度
任
用
の
場

合
あ
り)

　
※
育
休
代
替
職
員
は
５
年
１１

月
３０
日
ま
で
で
、
再
度
任
用
は

あ
り
ま
せ
ん
。

i
提
出
さ
れ
た
履
歴
書
な
ど
は

返
却
し
ま
せ
ん

j
▼
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始

（
１２
月
２９
日
～
１
月
３
日
）は
勤

務
日
に
含
め
ま
せ
ん
。
交
通
費

相
当
額
と
期
末
手
当
の
支
給
は
、

別
途
市
の
規
定
に
よ
り
支
給
し

ま
す
▼
①
に
つ
い
て
は
社
会
保

険
の
加
入
あ
り
、
ま
た
、
育
休

代
替
職
員
を
希
望
す
る
場
合
は
、

そ
の
旨
を
履
歴
書
に
記
載
を

k
１０
月
１２
日
㈭
ま
で
に（
閉
庁

日
時
を
除
く
）、
応
募
書
類
を

直
接
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少

年
係（
市
役
所
２
階
）へ
持
参
を
。

書
類
選
考
後
、
面
接
の
上
決
定

◎
募
集
説
明
会

a
１０
月
６
日
㈮
午
前
１１
時
か
ら

（
３０
分
～
１
時
間
程
度
）

b
市
役
所
２
階
２
０
４
会
議
室

c
学
童
保
育
所
に
つ
い
て
、
児

童
厚
生
指
導
員（
会
計
年
度
任

用
職
員
専
門
職
）お
よ
び
児
童

厚
生
員（
会
計
年
度
任
用
職
員

ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）の
仕
事
の

内
容
、
応
募
資
格
、
現
在
の
募

集
状
況
な
ど
に
つ
い
て

e
児
童
厚
生
指
導
員
お
よ
び
児

童
厚
生
員
の
仕
事
に
興
味
の
あ

る
方

k
当
日
会
場
で

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
５

官
公
署

　
な
ど

都
の
最
低
賃
金
改
正

　
東
京
都
の
最
低
賃
金
は
、
１０

月
１
日
か
ら
時
間
額
１
１
１
３

円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

   

※
都
内
で
働
く
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

l
東
京
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
課
☎
０３
・
３
５
１
２
・
１
６

１
４
、
ま
た
は
東
京
働
き
方
改

革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
１

２
０
・
２
３
２
・
８
６
５

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

◎
ミ
ニ
デ
イ
ホ
ー
ム
・
サ
ロ
ン

見
学
＆
体
験
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
す
る

支
え
合
い
の
居
場
所
で
の
見
学

＆
体
験
会
で
す
。

a
１１
月
１
日
㈬
～
１２
月
２８
日
㈭

の
う
ち
半
日
程
度
。
日
時
は
各

団
体
に
よ
る

b
市
内
、
ミ
ニ
デ
イ
ホ
ー
ム
・

子
育
て
サ
ロ
ン
・
み
ん
な
の
サ

ロ
ン
活
動
場
所

c
団
体
の
見
学
・
参
加
ま
た
は

運
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

e
市
民
の
方

g
食
費
・
材
料
費
な
ど
の
実
費

（
２
０
０
円
か
ら〈
各
団
体
に
よ

る
〉）

j
詳
し
く
は
市
社
会
福
祉
協
議

会
n
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

k
１０
月
２
日
㈪
～
１２
月
１５
日
㈮

に
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
電

話
、
o
ま
た
は
m
で
送
信
を

l
同
協
議
会

☎
０４２
・
４
７

５
・
０
７
３

９
、
o（
０４２・

４
７
６
・４

５
４
５
）、
m(volunteer@

higashikurum
e-shakyo.

or.jp)

会 員 募 集
◆東久留米スポーツウエルネス吹矢協会＝a
月 4 回。金曜日午前 ９ 時〜１１時bスポーツセ
ンターg入会金１,０００円、会費 １ 回２００円jス
ポーツウエルネス吹矢の呼吸法で健康と集中
力を学習できますl土屋☎０９０・３３１4・０９０２
◆太極拳（わかばの会）＝a月 ３ 回。月曜日午
前１０時〜正午b西部地域センター他g入会金
５００円、会費月１,５００円j太極拳のゆったりと
気持ちの良い動きで、転倒予防と免疫力アッ
プをl塩澤☎０4２・4７２・９６８８
◆自然環境（東久留米自然ふれあいボランテ
ィア）＝a月 4 回。第 ２ ・第 4 ・第 ５ 土曜日
および土曜日に活動がない金曜日午前 ９ 時〜
午後 ３ 時b市内の緑地保全地域などの雑木林
g会費 １ 回１,０００円jどなたでも参加できま

す。詳しくはくるくるチャンネルをl豊福☎
０4２・4７５・７６4３
◆音楽（男声合唱団ダンディーズ）＝a毎週土
曜日午後 １ 時〜 ３ 時半b東部地域センター他
g会費月4,０００円j３０周年記念第１３回演奏会

（ ６ 年 ６ 月２２日開催）で「柳河風俗詩」を一緒に
歌いませんかl酒井☎０９０・６７１８・０７１８

催 し
◆写団東久留米写真展2023（写団東久留米）＝
a１１月 １ 日㈬〜 ５ 日㈰午前１０時〜午後 ５ 時

（初日は正午から、最終日は午後 ３ 時まで）b
スペース１０５（市役所向かい）j風景、スナッ
プ、人物等の写真l高橋☎０９０・３０4０・５１９５
◆ジョン・チャヌ愛のコンサート（ヴァイオ
リン）（東久留米愛のコンサート実行委員会）
＝a１０月２１日㈯午後 ２ 時開演（午後 １ 時半開
場）b成美教育文化会館g３,０００円（学生１,０００
円）j車椅子席あります。ご連絡下さい。未
就学のお子様はご遠慮下さいl白沢☎０９０・

２６4７・３１２１
◆第2９回東久留米市文化協会茶道会錦秋の茶
会（東久留米市文化協会茶道会）＝a１１月２６日
㈰午前の部は午前１０時から、午後の部は正午
〜午後 １ 時受け付けb浄牧院g入場料３,０００
円jだれもが「お茶の文化」を楽しめるひとと
き。要予約、当日券は無しl阿部☎０4２・4７７
・０２３７
◆相続・空き家・遺言の相談会（NPO法人ブ
ループレートプロジェクト）＝a１０月１4日㈯
〜１１月３０日㈭の毎日午前 ９ 時〜午後 ６ 時まで
b生涯学習センター他j完全事前予約制。初
回５０分。まずはご相談下さいl工藤☎０９０・
９１０６・７６4７
◆多胎児家庭（パパ・ママ・プレパパ・プレ
ママ）の交流会（東久留米双子・三つ子の会「く
るめツインズ」）＝a月 １ 〜 ２ 回。水曜日午前
１０時〜正午b生涯学習センター他g５００円j
多胎児家庭の交流会。情報交換しながらお話
ししましょうl高田☎０９０・4００７・９２６５

市n

同協議会n

市 民 伝 言 板

　
令
和
５
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
担
当
部
が
、
富
士
見
テ
ラ
ス

部
も
含
め
た
昇
降
施
設
の
現
行
法
適
合
に
向
け
て
方
策
等
を
検
討
し
、
取
り
ま

と
め
た
こ
と
に
関
し
て
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
皆
さ
ま

に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

東
久
留
米
駅
西
口
昇
降
施
設
に
つ
い
て

　
東
久
留
米
駅
西
口
昇
降
施
設
の
現
行

法
適
合
に
向
け
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
施

設
の
大
規
模
改
造
工
事
、
い
わ
ゆ
る
改

修
の
中
で
、
建
築
基
準
法
適
合
の
ほ
か
、

施
設
が
道
路
内
の
建
築
物
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
道
路
区
域
と
都
市
計
画
道
路

区
域
と
の
整
合
を
図
る
べ
く
、
東
京
都

か
ら
の
意
見
等
も
踏
ま
え
調
整
等
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
結
果
、
現
状
施
設
の
改
修
を
行
う
に

は
、
当
該
施
設
敷
地
を
道
路
区
域
と
都

市
計
画
道
路
区
域
か
ら
除
外
す
る
こ
と

は
必
須
で
あ
り
、
特
に
、
都
市
計
画
道

路
区
域
に
つ
い
て
は
、
当
該
減
少
面
積

分
を
駅
前
広
場
に
隣
接
す
る
敷
地
か
ら

新
た
に
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
る
な
ど
、

駅
前
広
場
全
体
の
都
市
計
画
を
変
更
す

る
こ
と
と
な
り
、
改
修
に
よ
る
現
行
法

適
合
は
大
変
難
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
様
々
な

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
都
市
計
画
施
設

と
し
て
の
決
定
や
、
道
路
内
の
建
築
物

と
し
て
特
定
行
政
庁
の
許
可
を
取
得
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
富
士
見
テ
ラ

ス
機
能
の
再
建
も
含
め
た
昇
降
施
設
の

現
行
法
適
合
と
併
せ
て
、
課
題
で
あ
る

道
路
区
域
と
都
市
計
画
道
路
区
域
の
整

合
性
を
図
る
に
は
、
市
道
２
５
１
４
号

線
の
上
空
を
通
過
し
、
駅
前
広
場
歩
道

部
へ
連
絡
す
る
歩
行
者
専
用
道
と
し
て

昇
降
施
設
を
改
築
す
る
こ
と
で
、
可
能

と
考
え
ま
す
。

　
な
お
、
当
該
施
設
を
都
市
計
画
施
設

と
し
て
改
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
定

財
源
と
し
て
国
や
東
京
都
の
交
付
金
等

の
活
用
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
改
築
に
よ
り
、
駅
前
広
場
を
利
用
さ

れ
る
方
々
の
安
全
性
の
確
保
や
利
便
性

の
向
上
も
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
東
京
都

や
特
定
行
政
庁
、
交
通
管
理
者
、
鉄
道

事
業
者
の
ほ
か
、
隣
接
す
る
地
権
者
の

方
々
や
関
係
機
関
等
と
の
協
議
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
昇
降
施
設
の
現
行
法
適
合

に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、
関
係
者
へ

の
説
明
等
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

l
▼
改
築
の
方
針
に
つ
い
て
＝
都
市
計

画
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
６
２
▼
施

設
管
理
に
つ
い
て
＝
管
理
課
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
６
４

市道
2514号線
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

お知らせ 官公署など職員募集



タオル、ヨガマットj動きやすい服
装でk１０月 １ 日㈰から電話（☎０４２・
４５１・２０２１）または同センター窓口で
l同センター

子どもの体力運動能力向上事業 
第 ３ 回スポーツ教室「陸上」

a全 ８回。１０月３１日～１２月１９日の毎
週火曜日午後 ５時～ ６時bスポーツ
センター第 １体育室c運動の楽しさ
を感じ、以後継続的に運動をする意
欲につながることを目指しますe運
動が苦手で、学校体育以外で運動を
する機会のない小学 １～ ３年生f先
着３０人h飲み物、タオル、室内履き
k１０月２０日㈮までに電話でスポーツ
センターへl同センター☎０４２・４７０
・７９００

く ら し

特設行政相談

a１０月１２日㈭・１３日㈮午前１０時～午
後 ５時（ ４時半まで受け付け）b東京
総合行政相談所（豊島区南池袋 １ −
２８− １ 、西武池袋本店 ７ 階「行政・
法律・暮らしの相談コーナー」）c情
報通信、登記、相続、税金、その他
行政等の困りごとについての相談。
時間は １組当たり原則２０分以内▼参
加機関＝関東総合通信局（１２日のみ）、
東京法務局、弁護士会、税理士会、
関東管区行政評価局g無料j主催は
総務省関東管区行政評価局・東京行
政評価事務所k当日会場で（先着順）
l東京総合行政相談所☎０３・３９８７・
０２２９

行政相談週間　特設行政相談所

　１０月１６日㈪～２２日㈰は「行政相談
週間」です。この週間は、行政相談（委
員）制度を周知し、広く国民の皆様
にこの制度を利用していただくため
に設けているものです。市では、行
政相談委員による特設行政相談所を
開設します。
a１０月１８日㈬午後 １時半～ ４時b市
役所 １階屋内ひろばc道路、社会福
祉、医療保険、郵便などをはじめと
した国の仕事などについて、「説明に
納得できない」「処理が間違ってい
る」などの苦情や要望を受け付けま
すg無料j総務省行政相談センター
きくみみ東京の「行政苦情１１０番」（☎
０５７０・０９０１１０〈IP電話などをご利用
の場合は、☎０３・３３６３・１１００〉、o

０３・５３３１・１７６１）でも相談を受け付
けますk当日会場でl生活文化課☎
０４２・４７０・７７３８

司法書士・税理士による 
無料法律相談会

　東京司法書士会田無支部、東京税
理士会東村山支部では、さまざまな
法律問題の解決にむけて、休日無料
法律相談会を開催します。
a１０月２１日㈯午前１０時～午後 ４時b
市役所 １階市民プラザホールc不動
産の相続・贈与・売買、借地借家、
遺言、成年後見、会社等法人登記、
クレサラ問題、家族信託、税務など
の相談g無料k当日会場でl東京司
法書士会田無支部・志村☎０４２・４６９
・３０９２

はじめてのスマホ体験

ab時間はいずれも午後 １時半～ ３
時半①１１月 ２ 日㈭が市民プラザ、体
験機種＝iPhone② ９ 日㈭が西部地
域センター、体験機種＝Android③
１６日㈭が東部地域センター、体験機
種＝Android④３０日㈭が南部地域
センター、体験機種＝iPhonec １
人 １ 台スマホを貸し出します。実際
にスマホを触って体験できますf各
回先着１０人dスマートフォンアドバ
イザーk１０月 ４ 日㈬午前１０時から電
話で各開催場所へl①＝市民プラザ
☎０４２・４７０・７８１３②＝西部地域セン
ター☎０４２・４７１・７２１０③＝東部地域
センター☎０４２・４７０・８０２０④＝南部
地域センター☎０４２・４５１・２０２１

データで知ろう！地域の今～子育
てしやすいまちづくりに向けて

　身近なデータを活用し、ジェンダ
ーの視点から地域の現状を読み取り、
課題解決へのヒントを探ります。
a１０月２１日㈯午後 ２時～ ４時b市役
所 ７階７０４会議室f先着３０人（要申し
込み）d中野洋恵氏（国立女性教育会
館客員研究員）j共催は大門中地区
青少年健全育成協議会地域コミュニ
ケーション小委員会k１０月 ２ 日㈪午
前 ９時から、市nの申し込みフォー
ム、男女平等推進セン
ター宛てm（fi f ty２@
city.higashikurume.
lg.jp）、または電話（☎
０４２・４７２・００６１）で申
し込みをl同センター

（ ８面から続く）

ニュースポーツデー＆ 
体力チャレンジコーナー 

（スポーツ推進委員運営）

　障がいのある方もない方もだれで
も気軽に楽しめるニュースポーツが
盛りだくさん。今月は特設の体力チ
ャレンジコーナーもお楽しみくださ
い。
a１０月 ７ 日㈯午前１０時～午後 ４ 時
（都合のよい時間にどうぞ）bスポー
ツセンター第 １体育室c体力チャレ
ンジコーナー、ボッチャ、モルック、
ミニテニス、ラージボール卓球、ユ
ニカール、ソフトバレーボール、ス
カットボール、ネオテニス、輪投げ、
リングキャッチ他g１００円（未就学児
無料）h室内履き（運動
靴）j １ 人でも参加可。
運動ができる服装でk
当日会場でl生涯学習
課☎０４２・４７０・７７８４

akiヨガレッスン

a１０月１６日㈪・２３日㈪・３０日㈪午後
５時半～ ６時半b市民プラザホール
（市役所 １階）cゆったりとした動き
で身体をほぐし、仕事や家事など忙
しい日々のストレスを和らげましょ
う。男性の方もぜひご参加ください
f各先着 ２０人（要予約）daki 氏
（JYIA認定ヨガインストラクター）
g各５００円（当日集金）h飲み物、タ
オル、ヨガマット（お持ちの方）j各
１回のみのレッスンも申し込み可k
１０月 ６ 日㈮正午から電話または直接
市民プラザ窓口でl同プラザ☎０４２
・４７０・７８１３

クライミング体験会

a１０月１７日㈫、１１月１４日㈫、１２月１２
日㈫、いずれも午後 ７時～ ９時bス
ポーツセンター第 １体育室cトップ
ロープによるスポーツクライミング
体験e高校生以上のクライミング初
心者f１０人程度d市山岳連盟g５００
円h靴下（シューズ貸し出しのため）

j主催は市山岳連盟k当日会場でl
同連盟・藤重☎０９０・４２４０・６３９３

ヨガ教室

a１０月２２日㈰午後 １時～ １時４５分と
２時１５分～ ３時b大門町地区センタ
ーc大人気のヨガインストラクター
による本格的ヨガ教室ですf各先着
１０人（要予約）d中村陽子氏（YMCメ
ディカルトレーナー他）g各５００円
（当日集金）h飲み物、タオル、ヨガ
マットk１０月 １ 日㈰午後 １時から電
話で東部地域センターへl同地域セ
ンター☎０４２・４７０・８０２０

第 １ 回活き活き 
「カントリーダンスの集い！」

　今回が初開催です。日頃の成果を
発表し、爽秋のひと時をお楽しみく
ださい。
a１０月２５日㈬午後 １時～ ４時b成美
教育文化会館グリーンホールg無料
l活き活き健康の会・佐藤☎０９０・
５３９６・４５４４

水上運動会

a１０月２９日㈰午前１０時～正午（ ９ 時
半開場）bスポーツセンタープール
cプールの中でゲームをして楽しく
過ごしましょうe小学生f先着８０人
g５００円h水着・水泳帽・タオル・
ロッカー代（１００円）j当日午前 ９ 時
～午後 ０時半は貸し切り利用のため
プール一般開放は中止します（午後
０ 時半より開放）k１０
月 １ 日㈰～２２日㈰に電
話で同センターへl同
センター☎０４２・４７０・
７９００

交流祭でヨガ体験

　「南部みんなの交流祭」でヨガと健
康体操の体験教室を開催します。
a１０月２９日㈰▼ヨガ＝午前１０時～１０
時４５分▼健康体操＝午前１１時１５分～
正午b南部地域センター講習室 １・
２f各先着２０人d中村陽子氏（YMC
メディカルトレーナー他）h飲み物、

　人々を驚かせた当時の革新的な技術・装
置から、時代とともに進化を重ねてきたプ
ラネタリウム１００年の歩みをたどります。
a１０月 ７ 日㈯～１１月 ５ 日㈰午前 ９時半～午
後 ５ 時（１０月１０日㈫・１６日㈪・２３日㈪・３０
日㈪は休館）b多摩六都科学館（西東京市芝
久保町 ５ −１０−６４）g入館券５２０円（ ４ 歳～
高校生２１０円）　※１０月１１日㈬～２９日㈰は市
民割引あり。詳細は同館nをご覧ください。
k当日会場で（自由参加）l同館☎０４２・４６９
・６１００

秋の企画展秋の企画展
「プラネタリウム１００年　歴史としくみ」「プラネタリウム１００年　歴史としくみ」

市n

同センターn

市n

　今年は、多摩地域が神奈川県から
東京府（当時）へ移管されて１３０年目
にあたる節目の年です。これを記念
して、多摩地域の魅力を発信するイ
ベントを実施します。多摩３０市町村
等による販売・PRブース（特産品、
グルメなど）や多摩産食材を使用し
たグルメの提供、多摩の木材を使用
した丸太切りの体験ワークショップ
など超たまらん企画が盛りだくさん
です。皆さんのご来場をお待ちして
います。詳細は、イベント特設サイ
トをご覧ください。
a１０月２８日㈯・２９日㈰午前１０時～午
後 ４時
bJR立川駅北口サンサンロード（立
川市曙町 ２丁目）
l多摩の魅力発信プロジェクト事務局☎０３・５７３８・８９０４または都総務
局行政部振興企画課☎０３・５３８８・２４４３

イベントのポスター

イベント
特設サイト

多摩東京移管１３０周年記念イベント多摩東京移管１３０周年記念イベント
「超たまらん博」「超たまらん博」
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イベント・講座



第 ３ 回ふれあいコンサート

a１１月１２日㈰午後 １ 時半開演（ １ 時
開場）b南部地域センター ２ 階講習
室 １・ ２c武蔵野音大別科終了生な
どによる、日本・伊・独・仏・米・
オペラアリア（２４曲）をお楽しみくだ
さい。ゲスト＝橋本夏季氏（ソプラ
ノ・東京藝術大学〈院〉卒）f先着１００
人（要予約）g参加費８００円j協力は
マッシモの会k１０月 １ 日㈰から同セ
ンター窓口でチケット販売l同セン
ター☎０４２・４５１・２０２１

プラザ　ピアノフリーナイト 
 Vol.４　出演者募集

a１１月１５日㈬午後 ６時半～ ７時半b
市役所 １階屋内ひろばc演奏時間は
１ 人１５分。１１月のテーマ「シネマに
恋して」をイメージした曲を自由に
お弾きくださいe１８歳以上の方f ４
人（応募多数の場合抽選）i連弾なら
びに弾き語り。他の楽器との合奏は
不可k電話または直接同プラザ窓口
でl同プラザ☎０４２・４７０・７８１３

市民大学短期コース市民講師募集

　市民の皆さんが持つさまざまな分
野での豊かな経験を生かして、講座
を開いてみませんか。講座を通して

市民同士の学び合いの場になること
を目指します。
a ６ 年 ２ 月 ５ 日㈪～ ３月２９日㈮b生
涯学習センターc講義、体験学習e
市内在住・在勤・在学の方f１０人程
度謝金▼ １ 回コース＝２，５００円▼ ３
回コース＝７，５００円k１０月 ２ 日㈪～
１６日㈪に（必着）、「市民大学短期コー
ス市民講師応募用紙」（市文化協会窓
口または同協会nから取得可）に必
要事項を記入の上、〒２０３－００５４、
中央町 ２－ ６－２３、
生涯学習センター内、
市文化協会事務局
「市民大学短期市民
講師申込み」係宛て
郵送、または同協会

窓口で。応募用紙をもとに選考しま
すl同事務局☎０４２・４７７・４７００

ス ポ ー ツ

ジュニアクライミング体験教室

a１０月 ３ 日㈫・２４日㈫、
１１月 ７ 日㈫・２１日㈫、
１２月 ５ 日㈫・１９日㈫、
いずれも午後 ６時４５分
～ ８時１５分bスポーツ
センター第 １体育室e小・中学生d
市山岳連盟h靴下（シューズ貸し出
しのため）j主催は都・都体育協会
・市体育協会k当日会場でl市体育
協会事務局☎０４２・４７０・２７２２

（ ７面へ続く）同協会n

■「村野家住宅（顧
こ

想
そう

園
えん

）」秋の特別見学会
　市内で唯一の
茅
かや

葺
ぶき

民家「村野
家住宅」を特別
公開します。
　「村野家住宅」
は江戸時代から
明治期にかけて
の景観が残る柳
窪にあり、平成
２３年に、主

しゅおく

屋・離れ・土蔵 ３棟・薬
やく

医
い

門
もん

・中
ちゅう

雀
じゃく

門
もん

の ７件が国
の登録有形文化財となっています。同住宅は個人住宅である
ため普段は見学ができませんので、この機会にご覧ください。
a①１１月１５日㈬②１２月 ２ 日㈯、いずれも午前１０時からと午後
１ 時からの ２ 回（ １ 時間半）b「村野家住宅」前集合（柳窪 ４ －
１５－４１。「柳窪一丁目」バス停から徒歩１１分）f各回先着５０人g
５００円（資料代・茶菓代・維持協力費）j▼英語での案内も可
能ですのでお問い合わせください▼主催は株式会社兼

かね

七
しち

、協
力は市教育委員会k①は１０月３１日㈫、②は１１月１７日㈮までに
（必着）、往復はがきに参加希望日と午前・午後の希望、氏名
（同伴 ２人まで連記可）、住所、電話番号、返信用に宛名を記
入の上、〒１８７－００４１、小平市美園町 １－ ６－ １－２０７、株式
会社兼七内「村野家住宅特別見学会係」宛て郵送をl株式会社
兼七「村野家住宅特別見学会係」☎０４２・３４４・６７３５または市郷
土資料室☎０４２・４７２・００５１

■２０２３年柳窪　秋の見学会
　武蔵野の面影濃い地域である柳窪地域
を巡るイベントです。江戸から明治へと
時を経て語りかけるたたずまいを感じら
れるほか、小平霊園内のさいかち窪を水
源地とする黒目川散策、国の登録有形文
化財「村野家住宅」や地元の名産「柳久保
小麦」の畑など見逃せない景観と出会え
ます。
a１１月２６日㈰午前 ９時半からと午後 １時
からの ２回（約 ２時間半）b集合場所＝西
武バス「柳窪一丁目」バス停から南へ８０メ
ートル先の四つ角・コンビニエンススト
ア前f各回３０人（応募多数の場合は抽選）
g６００円（資料・保険代など）j主催はＮ
ＰＯ法人東久留米の水と景観を守る会、
柳窪の環境・景観の保全を考える会k１１
月１３日㈪までに（必着）、通常はがきに氏
名、申込者全員の郵便番号、住所、代表
者の電話番号（お持ちの方は携帯電話）、
午前・午後の希望を記入の上、〒２０３－
００２３、南沢 １ － ５ －１３－００２、武石百合
子宛て郵送またはm（mizu.ke ikan@
gmail.com）で送信をl東久留米の水と
景観を守る会・武石☎０４２・４７２・０３４２ま
たは同会・鈴木☎０９０・２２１０・５３０５

■いつでも見学できる史跡
・�東京都指定史跡「新

しん

山
やま

遺跡」の縄文時代
の柄鏡形住居跡（下里 ３ －２１、下里中
学校校庭北側道路）

・�東京都指定史跡「下
しも

里
ざと

本
ほん

邑
むら

遺跡」（野火
止 ３ － ４、下里第 ２ 住宅内）の遺跡公
園・遺跡館（外部から遺跡の様子や旧
石器時代～平安時代までの出土遺物が
見られる施設）

・�市指定史跡「小山台遺跡」（小山 １－１０）
の遺跡公園・縄文時代復元住居跡

東京文化財ウィーク２０２３ 　１０月２８日㈯～１１月 ５ 日㈰に、都内各地の文化財の公開が行われる「東京文化財ウ
ィーク２０２３」が開催されます。市内で関連して行われるイベントなどをご紹介します。

　市民の皆さんが日ごろの活動の
成果を披露する場である「第５２回
市民文化祭」を ９ 月３０日㈯・１０月
１４日㈯～１１月１９日㈰に開催します。
各種催事の日程・場所は右表のと
おりです。内容など詳細は市文化
協会nをご覧ください。
■オープニング式典・特別公演
a１０月１４日㈯午後 １時～ ３時c特
別公演＝東久留米交響楽団、曲目
「スター・ウォーズ」・「くるみ割
り人形」他g無料
l市民文化祭実行委員会・市文化
協会☎０４２・４７７・４７００（第 ４ 月曜
日を除く、月曜～金曜日午前 ９時
～午後 ５時）

会場は生涯学習センター（※は別会場）。会場がホールのものは時間変更の場合あり。第５２回市民文化祭 表　第５２回市民文化祭日程

市文化協会n

▲村野家住宅（主屋）

◀
新
山
遺
跡

◀
小
山
台
遺
跡

催事部門
催事 日程 開催時間 会場

社交ダンスの集い ９月３０日㈯ 午後０時半～４時
（正午開場）

※スポーツセンター
第一体育室

囲碁大会
１０月１４日㈯

午前１０時～午後４時半
（午前９時半開場） 学習室３・４・５

市民お茶会 午前１０時～午後４時
（午前１０時開場） 和室

朗読の集い １０月２２日㈰ 午後１時半～４時
（午後１時開場） ※東部地域センター

映画の集い
１１月１１日㈯

午前１０時～午後９時
（午前９時半時開場） 学習室１・２

論語の集い 午後１時半～３時半
（午後１時開場） 学習室５

市民飛入り句会 １１月１７日㈮ 午後１時～４時
（午後０時４５分開場） 学習室４

展示部門（展示時間は午前１０時～午後５時〈各展示の最終日は午後４時まで〉）
展示 開催日 会場

華道展 １０月１４日㈯・１５日㈰ １Fロビー
美術展 １０月１７日㈫～２２日㈰ ２F学習室
書道展・ペン習字展・篆刻展 １０月２５日㈬～３０日㈪ ２F学習室
手工芸展・盆栽展・絵てがみ展・
高崎市文化協会榛名支部作品展

１１月１日㈬～６日㈪

２F学習室

社会を明るくする運動
〈ポスター・書道展〉 １Fロビー

陶芸展 B１創作室
写真展 １１月８日㈬～１９日㈰ １Fロビー

市民文化祭ポスター展 １０月１４日㈯～１１月１９日㈰
（文化祭期間中常設） １Fホールホワイエ

ホール部門（会場はすべて生涯学習センターホール）
ホール 日程 開演時間

ハワイアン＆フラダンスの集い １０月１５日㈰ 午前１１時～午後５時４０分
（午前１０時４５分開場）

邦楽の集い １０月２１日㈯ 午前１１時～午後５時
（午前１０時半開場）

オペラソリストの集い
１０月２２日㈰

午前１０時半～午後０時半
（午前１０時開場）

民謡と民舞の集い 午後３時半～６時
（午後３時１５分開場）

太鼓と阿波踊りの集い １０月２８日㈯ 午後２時～６時
（午後１時４５分開場）

歌謡の集い １０月２９日㈰ 午前１１時～午後４時
（午前１０時４５分開場）

謡曲の集い １０月３０日㈪ 午前１０時半～午後３時
（午前１０時開場）

大正琴演奏会
１１月３日

午後１時～３時
（午後０時半開場）

演劇の集い 午後６時～７時半
（午後５時４５分開場）

舞踊の集い １１月４日㈯ 正午～午後４時半
（午前１１時半開場）

エンターテイナーの集い １１月５日㈰ 午後０時半～４時４０分
（午後０時１５分開場）

いきいき演芸大会 １１月８日㈬ 午前１０時～午後４時
（午前９時４０分開場）１１月９日㈭

吟剣詩舞の集い １１月１１日㈯ 午前１０時～午後５時
（午前９時半開場）

コーラスの集い １１月１２日㈰ 午後１時～５時
（午後０時半開場）

音楽の集い １１月１８日㈯ 午後１時半～５時１５分
（午後１時１５分開場）

バレエ＆ダンスの集い １１月１９日㈰ 午前１０時５０分～午後５時
（午前１０時半開場）
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な手遊びも学べます。
a１０月２５日㈬午後 ３ 時半～ ４ 時半b
中央図書館 １ 階北開架室j協力は東
久留米国際友好クラブk当日会場で
l同館☎０４２・４７５・４６４６

子ども読書週間

　１０月２１日㈯～１１月１２日㈰は「東久
留米子ども読書週間」です。図書館
では全館でこどもたち
の年代に合わせたおす
すめの本のブックリス
トを配布するほか、こ
どもを対象としたさま
ざまなイベントを実施
します。詳細は図書館
nまたは図書館SNSを
ご覧ください。
■マンガのへや
　「芸術」というテーマで本とマンガ
を展示します。マンガ以外の本は借
りられます。
a１０月２１日㈯～１１月１２日㈰の午前 ９
時～午後 ７ 時（休館日を除く。最終
日は午後 ５ 時まで）b中央図書館 １
階北開架室e小学生以上l同館☎
０４２・４７５・４６４６
■秋空おはなし会
　野外で行う秋の特別なおはなし会
をお楽しみください。
a１１月 ５ 日㈰午前１１時～１１時半b中
央図書館前の芝生（雨天の場合は １
階北開架室）e幼児～小学生k当日
会場でl同館☎０４２・４７５・４６４６
■としょかんにんじゃ　にんにん！
　忍者に関する楽しい読み聞かせや
手遊び、クイズを行います。ミッシ
ョンをクリアすると「としょかんに
んじゃにんていしょ」がもらえます。
a１０月２９日㈰午前１０時半～１１時半b
西部地域センター ３ 階第 ２ ・ ３ 講習
室と滝山図書館児童コーナーe ３ 歳
～小学 ２ 年生（保護者同伴可）f先着
１０人（保護者含まず）j車での来場不
可k１０月 １ 日㈰～２８日㈯の午前 ９ 時
～午後 ７ 時に電話または直接滝山図
書館カウンターへ（毎週金曜日休館）
l同館☎０４２・４７１・７２１６
■秋の読書週間展示
　「２０２３夏休みシールラリー」の参加
者から寄せられた感想カードで紹介
された本を展示します。
a１０月２６日㈭～１１月 ９ 日㈭の午前 ９
時～午後 ７ 時bひばりが丘図書館児
童室j車での来場不可l同館☎０４２
・４６３・３９９６

情報活用講座「ネット・AI時代の 
『確かな情報』の探し方 
～情報リテラシーって何だろう～」

　便利なネット検索ですが、何が正
しい情報か迷ったことはありません
か。スマートフォンなど手持ちの端
末と図書館の資料を使って、「確かな
情報」の見分け方を身に付ける講座
です。
a１１月１２日㈰午前１０時～正午b中央
図書館 ２ 階多目的室e小学校高学年
以上f先着１５人d梅澤
貴典氏（中央大学職員、
図書館司書）hスマホ、
タブレット、ノートパ
ソコンなどの端末（持

参できる場合）k１０月 １ 日㈰～１１月
９ 日㈭の午前 ９ 時～午後 ７ 時に電話、
中央図書館カウンター（休館日を除
く）または図書館nでl中央図書館
☎０４２・４７５・４６４６

文 　 化

市民大学中期コース無料公開講座

　市が生涯学習事業の一環として開
催している市民大学中期コースの講
座のうち、次の講座を無料で公開し
ます。
■落語の舞台から見た法律～民事法
を学ぶ～
a１０月 ４ 日㈬午前１０時～正午（ ９ 時
半から受け付け）c落語を切り口に
して法律を楽しく学びますd菅原貴
与志氏（弁護士、慶應義塾大学教授）
■世界食料危機から考える食料安全
保障
a１１月 １ 日㈬午前１０時～正午（ ９ 時
半から受け付け）cこれからの日本
の食料安全保障について学びますd
阮
ルアン

蔚
ウエイ

氏（農林中金総合研究所理事研
究員）
《共通事項》
b生涯学習センターホールf１００人
程度j手話通訳ありk当日会場でl
市文化協会事務局☎０４２・４７７・４７００

第 ２ 回　市民プラザ 
みんなの交流祭

a１０月 ８ 日㈰午前１０時～午後 ４ 時b
市民プラザホール・屋内ひろば・屋
外ひろば（市役所 １ 階）c市民の皆さ
んの展示や音楽ステージ、ダンスな
どの成果発表の場です。絵本を無料
でプレゼントする「絵本バンク」やバ
ザーなども実施l同プラザ☎０４２・
４７０・７８１３

うたごえ広場「なごえり」

a１０月 ８ 日㈰午後 １ 時半開演（ １ 時
開場）b西部地域センター ３ 階多目
的ホールc昭和の名曲を通じて活躍
中のフォーク歌手「和／NAGOMI」
氏とフリーアナウンサーの「絵里」氏
によるトークとともに、懐かしい歌
をみんなで一緒に歌いましょうf先
着１２０人dなごえり♪（和／NAGO 
MI・絵里）g３００円k電話または直
接同センター窓口でl同センター☎
０４２・４７１・７２１０

放課後講座 
「ハロウィンこうもりの飛行機と
ばし」

　生涯学習センターでは月 １ 回、小
・中学生を対象に放課後講座を開講
しています。
a１０月２５日㈬午後 ４ 時～ ５ 時b生涯
学習センターフラットcこうもりの
ように翼を動かして飛ぶ不思議な紙
飛行機を作り、広い空間でみんなで
遊びましょうe小・中学生f先着１２
人d生涯学習センター
スタッフg無料h筆記
用具k１０月 １ 日㈰午前
９ 時から電話または同
センター☎０４２・４７３・
７８１１（第 ４ 月曜日を除く午前 ９ 時～
午後 ９ 時）へl同センター

（１０面から続く）

市立 ４ 児童館合同 
幼児のつどい運動会

a１０月 ５ 日㈭午前１０時半～１１時２０分
（１０時から受付開始）bスポーツセン
ターe １ ～ ４ 歳児と保護者h室内履
き、飲み物、幼児のつどいの名札j
▼動きやすい服装で▼当日は児童館
の一部の部屋の利用が制限されます
k当日会場でl各児童館

子 育 て
子ども家庭支援センター（滝山） 
わくわく健康プラザ２階　☎042・471・0910

■本村小なかよし広場
a１０月 ６ 日㈮午前１０時～１１時半b本
村小学校相談室cお子さんと遊びな
がら育児の情報交換e乳幼児と保護
者i徒歩か自転車で来場をk当日会
場で
■わくわく赤ちゃん広場
ae１０月１１日㈬が「ねんねの会」０ ～
６ カ月児と保護者、２５日㈬が「はい
はいの会」７ ～１２カ月児と保護者、
いずれも午前１０時～１１時半c親子の
触れ合い遊び、体重測定、情報交換
f各１０組dねんねの会は助産師、は
いはいの会は栄養士hバスタオルj
兄姉の保育あり（先着各 ３ 人）k１０月
４ 日㈬午前１０時から電話または同セ
ンターで
■わくわくおはなし広場
a１０月２３日㈪午前１１時～１１時２０分c
乳幼児向けの絵本の読み聞かせ、ペ
ープサート・手遊びや親子の触れ合
い遊びe ０ 歳～未就学児と保護者f
１０組k１０月１０日㈫午前１０時から電話
または同センターで
■養育家庭体験発表会
a１０月３１日㈫午後 ２ 時～ ４ 時b市民
プラザホール（市役所 １ 階）c里親の
方や児童相談所などが登壇するシン
ポジウム・養育家庭をサポートする
方々の体験談や里親制度の説明。発
表会終了後に、里親に関する個別相
談e都内在住・在勤・在学で里親制
度に関心のある方k１０月 ２ 日㈪午前
１０時から電話または同センターへ

地域子ども家庭支援センター上の原 
上の原１-２-44　☎042・420・9011

■六小・小山小なかよし広場
ab１０月 ３ 日㈫が第六小学校プレイ
ルーム、１２日㈭が小山小学校視聴覚
室、いずれも午前１０時～１１時半cお
子さんと遊びながら育児の情報交換
e乳幼児と保護者hスリッパi徒歩
か自転車で来場をk当日会場で
■おはなし広場
a１０月１６日㈪午前１１時～１１時半cボ
ランティアによる読み聞かせや手遊
びなどe １ 歳以上の乳幼児と保護者
f１０組k１０月１０日㈫午前１０時から電
話または同センター上の原で
■ちびっこ育児　おしゃべり広場
a１０月２４日㈫午前１０時～１１時半c １
・ ２ 歳児の遊び・生活・しつけなど
子育ての悩みをテーマに話し合い。
一人で悩まず、一緒に考えましょう
e １ ～ ２ 歳児の保護者f ８ 人jお子
さんの保育あり（要予約）k１０月１１日
㈬午前１０時から電話または同センタ
ー上の原で

児童の居場所づくり事業

　市では、公共施設などを活用して
地域の子ども達に健全な遊びを提供
する「児童の居場所づくり事業」を実
施しています。
■本村小学校（屋内）
a１０月１７日㈫午後 ４ 時～ ５ 時半b体
育館c楽しい運動遊び～ミニレクリ
エーション～e小学生
■小山台遺跡公園（屋外）
a１０月２１日㈯午前１０時～正午cミニ
運動会をしようe乳幼児～小学生
■野火止地区センター（屋内）
a１０月２３日㈪午後 １ 時半～ ４ 時半b
第一、第二会議室cハロウィン工作
e乳幼児～小学生
《共通事項》
g無料hタオル、飲み物。屋内は上
履き、屋外は帽子i徒歩か自転車で
来場を。食べ物は原則持ち込み禁止。
乳幼児は保護者同伴。動きやすい服
装で参加を。内容を変更する場合あ
りjプログラムの他にも、年齢に合
わせた簡単にできる工作や遊びを用
意していますk当日会場でl児童青
少年課児童青少年係☎０４２・４７０・
７７３５

わかくさ学園発達相談室 
『ことば』の学習会

　「ことばを育む毎日の暮らし～こ
とば・こころ・からだの不思議な関
係～」をテーマに、毎日の生活の中
でのお子さんの「ことばの育み方」や

「ちょっとした困りごと」への対応に
ついて学びます。
a１１月１６日㈭午前１０時～正午b西部
地域センター ２ 階わかくさ学園分室
e乳幼児の保護者f先着４０人d藤森
めぐみ氏（言語聴覚士）j▼マスク着
用で▼保育あり（若干名。「ことばの
教室」を未利用の方で先着順。ご家
庭などで保育が可能な方はご協力く
ださい）kl１０月 ４ 日㈬午前 ９ 時か
ら電話でわかくさ学園発達相談室☎
０４２・４６７・５０７７へ

図 書 館

１０月の休館日

　金曜日は全館休館です。中央図書
館は１７日㈫も休館です。
l中央図書館☎０４２・４７５・４６４６

よもう！あそぼう！かがくの本
「じしゃくはめいたんてい」

　磁石につくものとつかないものを
調べ、磁石を使った工作をします。
a１０月１５日㈰午前１０時半～１１時半b
東部地域センター １ 階講習室c観察
と工作、テーマ関連本の紹介や展示
e小学生f先着２０人h筆記用具、は
さみi車での来場不可j協力は科学
の本の読み聞かせの会「ほんとほん
と」k１０月 １ 日㈰～１４日㈯に電話ま
たは東部図書館カウンターへ（休館
日を除く）l同館☎０４２・４７０・８０２２

ストーリー・フェスタ　２０２３ 
～多言語によるおはなし会～

　ネイティブ・スピーカーが、自分
の国の言葉で絵本を読みます。簡単

図書館n

図書館SNS

図書館n
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「Q
ク ピ オ

UPiO P
プ ラ ス

lus」 
ポイントアップキャンペーン

　市国民健康保険のインターネット
サービス「QUPiO Plus」では、登録
後のログインや健（検）診の受診、市
が指定した健康イベントなどの参加
によりポイントが付与されます。貯
まったポイントは健康グッズを中心
とした商品と交換できます。
　今回１０月に行うキャンペーンでは、
ログインなどのポイントが大幅にア
ップする他、「生活習慣改善チャレン
ジコース」と「生活習慣改善クイズコ
ース」を実施予定です。たくさんポ
イントが貯まり、まだ始めていない
方にもお得な内容です。詳細は同サ
ービス会員登録後のお知らせ機能・
メールマガジンなどでご案内します。
i会員登録の際は「国民健康保険被
保険者証（東久留米市）」と「メールア
ドレス」が必要ですl
▼国民健康保険＝保険
年 金 課 ☎ ０４２・４７０・
７７３３▼特定健康診査＝
健 康 課 ☎ ０４２・４７７・
００１３

イベント・講座イベント・講座
児 童 館

子どもセンターあおぞら 
前沢４-25-８　☎042・471・7071

■ ０ちゃんタイム
a１０月 ６ 日㈮午前１０時半～１１時半c
職員によるふれあい遊びや絵本、母
親同士の情報交換などe ０ 歳児と保
護者k当日会場で
■幼児のつどい
a１０月１２日㈭午前１０時半～１１時半c
リトミックe １ ～ ４ 歳児と保護者k
当日来館で
■ベビーマッサージ
a１０月１３日㈮午前１０時～１０時半と１０
時５０分～１１時２０分の ２ 部制e首が据
わった ９ カ月までのお子さんf各部
８ 組d鈴木あゆみ氏hバスタオル、
飲み物j動きやすい服装でk１０月 ２
日㈪午前１０時から電話または来館で
■わらべうたスマイル講座
a１０月１８日㈬午前１０時半～１１時半c

「五感を育てる」わらべうたと育児の
悩み相談e ０ 歳児と保護者f ６ 組d
原悠子氏k１０月１０日㈫午後 １ 時半か
ら電話または来館で
■ベビーヨガ
ae１０月２０日㈮午前１０時～１０時半が
２ ～ ６ カ月児と保護者、１０時５０分～
１１時２０分が ７ ～１２カ月児と保護者f
各 ８ 組d崎田千佳子氏hバスタオル、
飲み物i予防接種を受けて７２時間以
内の乳児はご遠慮くださいj動きや
すい服装でk１０月１０日㈫午前１０時か
ら電話または来館で

中央児童館 
中央町１-1０-１1　☎042・476・2161

■利用時間について
　１０月 ９ 日 は小学生行事のため、
開館～午後 ５ 時の間利用できない部
屋があります。

■おはなし会
a１０月 ３ 日㈫・１０日㈫いずれも午後
３ 時５０分からc絵本の読み聞かせや
素話などe小学生j協力はおはなし
くぬぎ、中央図書館k当日会場で
■あつまれ ０ちゃん
a１０月 ６ 日㈮午前１１時～１１時半c絵
本の読み聞かせやふれあい遊びの後
は、のんびりおしゃべりタイムe ０
歳児と保護者k当日会場で
■トランポリンの日
a１０月１１日㈬前半が午後 ３ 時～ ３ 時
４０分、後半が ３ 時４５分～ ４ 時２５分、
中高生世代優先が ４ 時半～ ５ 時cト
ランポリンで色々な技に挑戦してみ
よう！e小学生以上i跳びやすい服
装で（スカート不可）k当日会場で
■幼児のつどい
a１０月１２日㈭午前１０時半～１１時１５分
c音あそびe １ ～ ４ 歳児と保護者k
当日会場で

けやき児童館 
大門町２-10-５　☎042・474・6653

■おはなしの日
a１０月１０日㈫午前１１時～１１時２５分c
絵本の読み聞かせや手遊びなどe乳
幼児と保護者dみくりおはなしの会
k当日会場で
■赤ちゃん広場
a１０月１１日㈬午前１０時半～１１時半c
助産師さんによる体重測定と育児相
談e ０ 歳児と保護者dひがしくるめ
助産師会k当日会場で
■幼児のつどい
a１０月１２日㈭午前１０時半～１１時半c

「１０月生まれのお誕生日会と秋を楽
しもう！！」e １ ～ ４ 歳児と保護者
k当日会場で
■リトミック講座
ae１０月１４日㈯午前１０時半～１１時が
首が据わったお子さんと保護者、１１
時１５分～１１時４５分が歩けるようにな
ったお子さんと保護者cリトミック
団体による音楽イベントf各１５組d
千葉氏（リトミック研究所）k当日会
場で

子どもセンターひばり 
ひばりが丘団地８-11　☎042・464・9300

■すくすく広場
a１０月１１日㈬午前１０時半～１１時半c
赤ちゃんとお母さんの音のコミュニ
ケーションワークe ０ 歳児と保護者
f ８ 組d炭田契恵子氏k１０月 ４ 日㈬
午前１０時から電話または来館で
■幼児のつどい
a１０月１２日㈭午前１０時半～１１時１０分
cパラバルーンであそぼう、１０月誕
生日会e １ ～ ４ 歳児と保護者k当日
会場で
■防災教育の日
a１０月１５日㈰午後 ３ 時半からc地震
・火災を想定した訓練e利用者全員
k当日会場で
■スポーツの日
a１０月２１日㈯午後 ３ 時からcバスケ
教室e小学生h室内履きk１０月１４日
㈯午後 ３ 時半から来館で
■ひばスポ
a１０月２１日㈯午後 ５ 時半からcバス
ケ教室e中学・高校生世代h室内履
きk１０月 ７ 日㈯午後 ５ 時半から来館
で
 （ ９面へ続く）

　市では、５ 月からウォーキングマップ「わくわく歩くるめマップ」（以
下、「マップ」）を活用したウォーキングキャンペーンを実施中です。
実施期間 ６ 年 ３ 月２９日㈮まで
e市民の方
参加方法①「全域版マップ」を入手②好きな
コースを歩く③全域版裏面に歩いたコース
を記入④記入した全域版マップを健康課窓
口に持っていくとプレゼントがもらえます
プレゼント▼コース別缶バッジ▼全域版マ
ップ「ウォーキング記入欄」３ 箇所全て記入
された方にスポーツタオル（いずれも期間
中 １ 人 １ 回まで、無くなり次第終了）
マップ入手場所わくわく健康プラザ・市役
所・図書館・各地域センター・各地区セン
ター・スポーツセンター・生涯学習センタ
ーなど（市nからも取得可）

１０年後も笑顔で暮らす介護予防体操

a１０月２３日㈪午前１０時～１１時半b市
民プラザホール（市役所 １ 階）c椅子
に座ったままでもできる手軽な健康
体操です。転ばない、寝たきりにな
らない身体づくりをはじめましょう
f先着３０人（要予約）d森永とし枝氏

（介護予防指導員）g２００円（当日集
金）h飲み物、タオルj運動しやす
い服装でk１０月 ３ 日㈫午前１０時から
電話または市民プラザ窓口でl同プ
ラザ☎０４２・４７０・７８１３

『おとなもこども』も要注意！ロコ
モティブシンドローム（予防講座）

　１０月は「骨と関節の啓発月間」です。
年齢に伴い筋力の低下や骨、関節の
疾患など運動器の障害により、「立つ、
座る」などの機能が低下することを
ロコモティブシンドロームといいま
す。体力が落ちてくる４０代頃から、
日頃の運動の取り組みが大切です。
最近では、こどもの外遊びの減少に
よる運動機能の低下から、「こどもの
ロコモ」も問題になってきています。
ぜひこの機会に、ロコモ予防の生活
習慣について学びませんか。
a１０月２７日㈮午前１０時～正午b市民
プラザホール（市役所 １ 階）e市民の
方f先着５０人程度d子田純夫氏（東
久留米市医師会副会長）g無料i手
話通訳希望の方は事前にご連絡くだ
さいk１０月 ２ 日㈪から
電話または市nの申し
込みフォームでl健康
課保健サービス係☎
０４２・４７７・００２２

シャキシャキ介護予防教室

　毎日をいきいきと過ごすために、
日頃から簡単に取り入れられる「運
動・栄養・口腔ケア」について、 ２
カ月間コースの教室を開催します。
aコースはいずれも全 ８ 回。１０月２７
日㈮～１２月２２日㈮の毎週金曜日①午
前１０時～１１時半②午後 ２ 時～ ３ 時半
bスポーツクラブルネサンス東久留
米（本町 ３ − ３ ）e市内在住のおおむ
ね６５歳以上で、要支援・要介護認定
がなく、医師より運動制限を指示さ

れていない方f各先着１５人（これま
で同教室に参加したことがない方を
優先）hマスク、タオル、室内履き、
飲み物j動きやすい服装でk１０月 ２
日㈪午前１１時から電話でスポーツク
ラブルネサンス東久留米☎０７０・
４２３８・８１３６（土曜・日曜日・祝日を
除く午前１１時～午後 ５ 時）へ。つな
がらない場合は、☎０４２・４７６・７６５４
へl介護福祉課地域ケア係☎０４２・
４７０・７７７７（内線２５０１～２５０３）

若さを保つ！元気食教室～フレイ
ル予防・低栄養予防のために～

　元気が出る食べ方のコツを、具体
的な料理方法なども含めて栄養士が
分かりやすく紹介します。
a全 ２ 回。１１月 ６ 日㈪・２０日㈪いず
れも午前１０時～１１時４５分（ ６ 日は握
力測定などのため ９ 時１５分から受け
付け）b市民プラザホール（市役所 １
階）c簡単で栄養のある食事や料理
方法についての講義などe市内在住
の６５歳以上で、 ２ 日とも参加可能で、
医師から食事制限の指示が出ていな
い方（初回の方優先）f先着１２人k１０
月 ３ 日㈫午前 ９ 時から電話で介護福
祉課地域ケア係☎０４２・４７０・７７７７（内
線２５０１～２５０３）へl同係

口腔ケア講演会　健康はお口から
～防ごうオーラルフレイル～

　「口が渇く」「飲み込みにくい」「固
いものが食べにくい」などの症状は、
口腔機能が低下している恐れがあり
ます。お口の働きやケアを学び、毎
日の生活に取り入れることで健康維
持に取り組みませんか。
a１１月 ９ 日㈭午後 ２ 時～ ４ 時（ １ 時
半から受け付け）b市民プラザホー
ル（市役所 １ 階）eおおむね６５歳以上
の市内在住・在勤で興味のある方f
先着５０人d菊谷武氏（日本歯科大学
・口腔リハビリテーション多摩クリ
ニック院長）k１０月 ２ 日㈪午前１０時
から電話で介護福祉課地域ケア係☎
０４２・４７０・７７７７（内線２５０１～２５０３）へ。
手話通訳が必要な方は住所・氏名・
生年月日・o番号を記入の上、o（０４２
・４７０・７８０８）で送信をl同係

市n

市n
（同サービス
の説明）

キャンペーンのチラシ

市n

第４弾
！

l健康課保健サービス係☎０４２・４７７・００２２

歩くるめマップを使って歩くるめマップを使って
歩こう！キャンペーン歩こう！キャンペーン

10

凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

5．10．1
イベント・講座けんこう



合には、東久留米市の予診票を必ず
持参してください（市内の実施医療
機関で接種を受ける場合は予診票不
要）e市内在住で、接種日に①６５歳
以上の方②６０歳以上６５歳未満で、心
臓・腎臓・呼吸器の機能に自己の身
辺の日常生活が極度に制限される身
体障害者手帳 １級程度の障害がある
方、ヒト免疫不全ウイルスにより免
疫の機能に日常生活がほとんど不可
能な身体障害者手帳 １級程度の障害
がある方g２,５００円（ １ 人 １ 回のみ）
　※生活保護受給者などは無料。受
給証明書などの提出が必要です。h
健康保険証などの本人確認書類およ
び次に該当する場合は以下の書類▼
近隣市で接種を受ける方＝東久留米
市の予診票（市役所 １ 階総合案内、
上の原・ひばりが丘・滝山の各連絡
所、健康課予防係〈わくわく健康プ
ラザ内〉で配布）▼②に該当する方＝
身体障害者手帳の写しk実施医療機
関に予約の上、受診してください。
接種の際は、実施医療機関で配布の
説明書をお読みください
■高齢者に対するインフルエンザ予
防接種の償還払い
　市外の医療機関や老人ホーム等に
入院、入所中のため東久留米市指定
医療機関で接種ができない方は、事
前に必要な手続きをしていただくこ
とにより、償還払い（払い戻し）制度
を利用できる場合があります。詳細
は市nまたは健康課予防係へお問い
合わせください。
l同係☎０４２・４７７・００３０

食事・健康相談

　働く世代の生活習慣病や、健康に
ついて見直したい方の食事・健康相
談をしています。ご本人のほか、家
族からの相談もできます。
a１０月１３日㈮午後 １時半～ ４時１５分
（予約制。 １人３０分程度）bわくわく
健康プラザ １階c生活習慣病予防や
健康づくりについての個別相談、体
組成（体脂肪率や筋肉量など）の測定
h健康診断の結果表、
食事記録などk市nま
たは電話で健康課保健
サービス係☎０４２・４７７
・００２２へl同係

第９２回市民のための医療講座

■今年の冬の感染症について～イン
フルエンザと新型コロナウイルス感
染症を中心に～
a１０月１４日㈯午後 ２時～ ４時b市役

所 ７ 階７０１会議室f先着６０人d谷山
大輔氏（公立昭和病院感染症科医長）
j司会は熊野雄一氏（東久留米市医
師会会長）k当日会場でl健康課保
健サービス係☎０４２・４７７・００２２

BCG予防接種

a１０月１８日㈬bわくわく健康プラザ
e ５ 年 ５ 月生まれの乳児と保護者
（生後 ６カ月以上 １ 歳になる誕生日
の前日までの未接種の乳児も可）h
母子健康手帳、予診票j日程の都合
がつかない方は次回１１月１５日㈬でも
接種可k当日会場でl健康課予防係
☎０４２・４７７・００３０

らくらく離乳食

　離乳開始から １歳ぐらいまでの離
乳食の進め方をお伝えします。
a１０月１８日㈬午後 １時～ ２時４５分b
わくわく健康プラザc講話と実演の
見学、調理実習e生後 ５カ月～ １歳
未満児の保護者f先着１０人d管理栄
養士h申し込み時にご確認ください
j対象児の保育ありk１０月 ２ 日㈪か
ら市nの申し込みフォーム、または
子育て応援アプリ「く
るめっこナビ」健康課
予約システムでl健康
課保健サービス係☎
０４２・４７７・００２２

すくすく子育て相談

a１０月２０日㈮午前 ９時半～午後 ２時
bわくわく健康プラザc育児の相談、
身体測定e乳幼児と保護者kl電話
で健康課保健サービス係☎０４２・４７７
・００２２へ

おたふくかぜ予防接種費用の一部
を助成します

　東久留米市医師会では、「おたふく
かぜ予防接種」費用の一部を助成し
ています。この予防接種は、市が実
施している法定予防接種と異なり、
保護者が接種の判断をする任意予防
接種です。医師と相談の上、ご利用
ください。
b下表の実施医療機関e市に住民登
録があり、おたふくかぜに罹患した
ことがなく、過去に １ 回も「おたふ
くかぜ予防接種」を受けていない １
歳～ ２歳になる誕生日の前日までの
幼児g２,０００円h母子健康手帳、本
人確認書類（保険証など）k実施医療
機関に直接予約してください。予診
票は実施医療機関にありますl同会
☎０４２・４７３・５６６１

（１２面から続く）

特定健診・後期高齢者健診

　１０月の受診対象は ２・ ３月生まれ
の方です。生活習慣病予防、健康の
保持・増進や疾病の早期発見・治療
のための健診を実施します。健診内
容や実施医療機関などは、 ９月下旬
に発送した個別通知をご確認くださ
い。大腸がん検診も同時に受診でき
ます。
b市内実施医療機関e市内在住で ６
年 ３月末時点で次の①・②のいずれ
かに該当する方。①特定健診＝４０歳
～７４歳の東久留米市国民健康保険加
入者②後期高齢者健診＝後期高齢者
医療被保険者j ５ 年 ３ 月以降に国民
健康保険に加入した方、後期高齢者
で転入した方、当該月に受診できな
い方は健康課特定健診係☎０４２・４７７
・００１３へ問い合わせてくださいk直
接実施医療機関へl同係

大腸がん検診

a１０月３１日㈫まで　※東久留米市国
民健康保険加入者、後期高齢者医療
被保険者、生活保護受給者、中国残
留邦人等支援給付金受給者は、誕生
月ごとに受診月が決まっています。
特定健診などの受診時に一緒にお受
けください。b市n参照c便潜血検
査 ２日法（検便検査）　※内視鏡検査

ではありません。e市内在住の ６年
３月末で４０歳以上の方。ただし、次
の①・②のいずれかに該当する方は、
受診前にかかりつけ医にご相談くだ
さい。また、生理中を避けて受診し
てください。①現在、大腸やその他
の腸の疾患で治療中または経過観察
中の方②過去に大腸がんの精密検査
で異常を指摘された方g５００円（受診
医療機関でお支払いください）　※
生活保護受給者などは無料。受給証
明書などの提出が必要です。i検診
結果は医療機関で直接お聞きくださ
い。検体を提出されなかった場合で
も、自己負担金は返却できませんの
で、あらかじめご了承ください。ま
た、医療機関により検体提出の締め
切り日が異なるので、
期間に余裕をもって受
診してくださいk直接
実施医療機関へl健康
課特定健診係☎０４２・
４７７・００１３

高齢者に対するインフルエンザ予
防接種

a１０月 １ 日㈰～ ６年 １月３１日㈬b下
表の実施医療機関。近隣市（小平市
・東村山市・清瀬市・西東京市）に
限り、協定により市内の医療機関と
同様に取り扱います（ ６ 年 １ 月３１日
㈬まで）。近隣市で接種を受ける場

市n

市n

市n

表　令和５年度高齢者インフルエンザ予防接種実施医療機関（東久留米市）
医療機関名 所在地 電話番号

はぎわらクリニック 上の原１－４－１１－１０３ ０４２・４７１・２６２８
二木皮膚科医院 金山町２－１９－８ ０４２・４７３・２０４０
武田クリニック 大門町１－１－２４ ０４２・４７７・５８５６

東久留米駅まえだ整形外科 東本町１－１５、
ウィステリアＭＦビル３階 ０４２・４２０・５５６０

細井医院　 東本町４－３　 ０４２・４７１・０１３０

初谷整形外科クリニック 東本町５－１、
ジンドービル一番館３階 ０４２・４７３・５５９６

おかの内科クリニック 東本町６－１５　平和ビル２階 ０４２・４７７・００５５

石橋クリニック 東本町８－９、
大野メディカルビル２階 ０４２・４７７・５５６６

東京くるめ耳鼻いんこう科 新川町１－３－３５　３階 ０４２・４２０・１１８７

いくせ医院 新川町１－４－１８、
わかさとビル１階 ０４２・４７１・２３０４

福山内科クリニック 新川町１－９－２２ ０４２・４７０・９１７７
ひばりヶ丘診療所 学園町２－１１－１４ ０４２・４２１・０９７３
清水胃腸科内科 本町１－１－１１ ０４２・４７２・８７０９

東久留米駅前クリニック 本町１－３－６
グランツビル２階 ０４２・４７１・５０５１

なきり内科 本町１－５－１６、
東久留米駅西口メディカルビル４階 ０４２・４２０・７８４６

ひがしくるめ在宅クリニック 本町２－３－１
ハイツ東久留米２１０ ０４２・４２０・７７６１

東久留米Ｎ整形外科クリニック 本町３－１－１、
マロニエヒルズ１階 ０４２・４７５・０６１０

富士見通り診療所 本町３－３－２３ ０４２・４７１・２２９１

水野胃腸クリニック 本町３－８－１９、
セレブリオ本町３丁目Ａ ０４２・４２０・６５２７

あだち医院 本町３－１１－１５ ０４２・４２０・５６６１
山口内科・呼吸器科クリニック 本町３－１２－２ ０４２・４７２・２３８６
東久留米なごみ内科診療所 幸町３－１１－１４ ０４２・４７０・７５３０
おざき内科循環器科クリニック 幸町４－２－１　ストリーム９０ ０４２・４７７・０５５５
さいわい町診療所 幸町５－７－１ ０４２・４７０・７６７６
アルテミスウイメンズホスピタル（★） 中央町１－１－２０ ０４２・４７２・６１１１
東久留米つぼい眼科 中央町５－９－３８ ０４２・４２０・４１００
鹿島医院　 南沢４－３－２ ０４２・４６１・２９６７

東久留米おだやかメディカルクリニック 南沢５－１７－６２、
イオンモール東久留米２階 ０４２・４５２・５８０１

鈴木クリニック 南沢５－１８－５０ ０４２・４６０・８５０２
前沢医院 前沢２－１０－９　 ０４２・４７１・０１５４
すずのね内科・神経内科 前沢４－７－１１ ０４２・４７４・１１１２
たきぐち内科クリニック 前沢４－３１－４ ０４２・４７０・９１１８
島田整形外科 前沢５－２４－２３ ０４２・４７０・９５１１
尾町内科クリニック 南町１－６－１１ ０４２・４６０・０５３１
滝山病院 滝山４－１－１８ ０４２・４７３・３３１１
石垣整形外科 滝山５－２２－１７ ０４２・４７０・０６２０
黒目川診療所 滝山５－２７－１６ ０４２・４２０・７２１５
長生医院 滝山７－３－１７ ０４２・４７３・１１１７
飯田医院　 滝山７－１５－１６ ０４２・４７２・８１８１
胃腸科内科松本クリニック 下里２－８－２１ ０４２・４７９・７１７１
（★）アルテミスウイメンズホスピタルは女性のみ。

表　おたふくかぜ予防接種費用助成実施医療機関一覧
医療機関名 所在地 電話番号

細井医院　 東本町４－３　 ０４２・４７１・０１３０

石橋クリニック 東本町８－９、
大野メディカルビル２階 ０４２・４７７・５５６６

いくせ医院 新川町１－４－１８、
わかさとビル１階 ０４２・４７１・２３０４

ひばりヶ丘診療所 学園町２－１１－１４ ０４２・４２１・０９７３
大塚小児科アレルギー科クリニック 本町３－１－２３ ０４２・４７９・７３００
富士見通り診療所 本町３－３－２３ ０４２・４７１・２２９１
さいわい町診療所 幸町５－７－１ ０４２・４７０・７６７６
アルテミスウイメンズホスピタル 中央町１－１－２０ ０４２・４７２・６１１１
前沢医院 前沢２－１０－９ ０４２・４７１・０１５４
鈴木クリニック 南沢５－１８－５０ ０４２・４６０・８５０２
さくらんぼキッズクリニック 南町４－１－１７ ０４２・４９７・６２００
長生医院 滝山７－３－１７ ０４２・４７３・１１１７
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けんこうとイベント・講座は7面まで続きます

広告欄　内容については広告主にお問い合わせください休日・準夜間診療 保険証をご持参ください
（保険証がないと自費診療になります）

休日診療（日曜日と祝日の午前 ９時〜正午および午後 １時〜 ４時半）
内科・ 小児科
※薬の処方は最低限の日数です。受診時は必ず事前に電話でご連絡ください。
１０月 １ 日・ ８日・ ９日・１５日＝休日医科診療所
� （滝山 ４− ３−１４〈わくわく健康プラザ内〉、☎０４２・４７３・３６６３）
歯科
１０月 １ 日・ ８日・ ９日・１５日＝休日歯科診療所
� （滝山 ４− ３−１４〈わくわく健康プラザ内〉、☎０４２・４７４・５１５２）
休日準夜間診療医療機関（診療科目・時間などは当日事前にご確認ください）
１０月 １ 日・ ９日＝前田病院
　　　　（中央町 ５−１３−３４、☎０４２・４７３・２１３３）
１０月 ８ 日・１５日＝滝山病院
　　　　（滝山 ４− １−１８、☎０４２・４７３・３３１１）
平日準夜間小児初期救急診療
月曜・水曜・木曜・金曜日（午後 ７時半〜１０時２０分）
　＝佐々総合病院（西東京市田無町 ４−２４−１５、☎０４２・４６１・１５３５）
月曜〜金曜日（午後 ７時半〜１０時半）
　＝多摩北部医療センター（東村山市青葉町 １− ７− １、☎０４２・３９６・３８１１）

年を経過していない方③豊胸手術を
受けている方④心臓にペースメーカ
ーを入れている方g１,０００円（受診医
療機関でお支払いください）　※生
活保護受給者などは無料。受給証明
書などの提出が必要です。i実施医
療機関の特徴を市nに掲載していま
す。なお、申し込み状況によっては
ご希望に添えない場合がありますk
▼複十字病院健康管理センター（清
瀬市）、公益財団法人
東京都予防医学協会の
検診車（わくわく健康
プラザ）をご希望の方
＝１０月 １ 日㈰〜１６日㈪
に申し込みフォーム、
または １人 １枚のはがきに必要事項
（下図参照）を記入の上、〒２０３−
００３３、滝山 ４− ３−１４、わくわく健
康プラザ内、健康課特定健診係宛て

郵送を。１１月から申し込み結果を順
次返信します▼アルテミスウイメン
ズホスピタルをご希望の方＝同院n
からウェブ予約　※検診枠が埋まり
次第受け付け終了。l同係☎０４２・
４７７・００１３

５ 年度成人用肺炎球菌定期予防接種

　対象者で接種を希望する場合は、
４月上旬に送付済みの個別通知をご
覧いただき、医療機関へ予約してく
ださい。
a ６ 年 ３ 月３１日㈰までb市内実施医
療機関（個別通知に医療機関一覧を
同封しています）e成人用肺炎球菌
ワクチンの接種歴のない方で、 ５年
度中に６５歳・７０歳・７５歳・８０歳・８５
歳・９０歳・９５歳・１００歳に到達する
方g２,５００円i▼平成３０年 ４ 月の通
知で接種した方は対象外のため個別
通知は送付していません▼過去に自
費で接種した方は対象外です▼接種
日現在６０歳〜６５歳未満で、心臓・腎
臓・呼吸器の機能に自己の身辺の日
常生活が極度に制限される身体障害
者手帳 １級程度の障害を有する方お
よびヒト免疫不全ウイルスにより免
疫の機能に日常生活がほとんど不可
能な身体障害者手帳 １級程度の障害
を有する方（身体障害者手帳の写し
が必要）も対象となります。詳細は
お問い合わせ
くださいj対
象者で通知が
届いていない
場合は健康課
予防係までl
同係☎０４２・
４７７・００３０
� （１１面へ続く）

新型コロナウイルスワクチン 
関連情報

■令和 ５年秋開始接種の接種券発送
スケジュール
　前回接種を ７月 １日〜１５日に行っ
た方の秋開始接種用の接種券は、１０
月 ６ 日㈮に発送予定です。
　※接種券の到着まで １週間程度か
かることがあります。
■１０月実施の集団接種
予約開始日時１０月 ４ 日㈬午前 ９時か
ら接種日時１０月２８日㈯・２９日㈰いず
れも正午〜午後 ５ 時（ワクチンは各
日１,１００人分予定）会場わくわく健康
プラザ、市民プラザ　※市民プラザ
は集団接種のため、終日通常の利用
はできません。e ３ 〜 ７ 回目の秋開
始接種用の接種券をお持ちの満１６歳
以上の方
使用するワクチンモデルナ社製 １価
ワクチン（XBB.１．５）
予約方法①集団接種予
約サイトでのウェブ予
約②市コールセンター
への電話による代行予
約　※集団接種予約サ
イトはシステムメンテ
ナンスのため、１０月 ３
日㈫午後 ５時〜 ４日㈬
午前 ９時は利用できま
せん。
l市新型コロナワクチンコールセン
ター☎０４２・４２０・７１７７（土曜・日曜日、
祝日を除く午前 ９ 時〜午後 ５ 時受
付）、o０４２・４７７・００３３（聴覚に障害

がある方などの相談）

１０月はピンクリボン月間です

　乳がんは、日本人女性に一番多い
がんで、 ９人に １人が発症している
身近な病気で、早期発見・治療によ
り９０％以上が治癒すると言われてい
ます。早期発見には、ブレスト・ア
ウェアネス（自分の乳房の状態に関
心を持つ生活習慣）の習慣がとても
大切です。
ブレスト・ アウェアネスの４つの
ポイント①自分の乳房の状態を知る
（セルフチェック）②乳房の変化（し
こり、皮膚のくぼみ、血性の乳頭分
泌など）に気づく③乳房の変化に気
づいたら、医師に相談する④４０歳に
なったら ２年に １回乳がん検診を受
ける
■ピンクリボン月間に合わせたパネ
ル展示やリーフレット配布など
a１０月 ２ 日㈪〜３１日㈫bわくわく健
康プラザ １階l健康課保健サービス
係☎０４２・４７７・００２２

乳がん検診

a ６ 年 ２ 月２９日㈭まで（医療機関の
休診日を除く）b複十字病院健康管
理センター（清瀬市）、公益財団法人
東京都予防医学協会の検診車（わく
わく健康プラザ）、アルテミスウイ
メンズホスピタルc問診、視触診（※
複十字病院健康管理センター、アル
テミスウイメンズホスピタル）、マ
ンモグラフィ検査（乳房エックス線
検査）e市内在住の４０歳以上の女性
で、 ５年１２月３１日時点で奇数年齢の
方。ただし、次の①〜④のいずれか
に該当する方はご遠慮ください。①
乳房の疾患で治療中の方、経過観察
中の方②妊娠中、授乳中、卒乳後半

け ん こ うけ ん こ う

集団接種
予約サイト

市n

申し込み
フォーム

表　乳がん検診　検診車実施日一覧
１１月 １０日㈮午後・２０日㈪・２４日㈮
１２月 １５日㈮・２２日㈮・２３日㈯・２４日㈰
６年１月 ２０日㈯・２２日㈪・２３日㈫
６年２月 ５日㈪・１３日㈫・１７日㈯
※�１１月１０日以外は各日、午前・午後を選択で
きます。

図　乳がん検診　はがき申し込み記入項目

※�複十字病院を希望する方は、受診希望日の
記入は不要です。受診日は後日送付する封
書に記載の「予約電話番号」へご自身で連絡
し決めていただきます。

「乳がん検診希望」
①　希望検診場所
②　生年月日（和暦）
③　年齢
④　氏名（フリガナ）
⑤　住所
⑥　電話番号
⑦　�希望日�
（検診車を希望の方のみ下表から選択※）�
第 １ 希望　○月○日　午前�
第 ２ 希望　△月△日　午後�
第 ３ 希望　□月□日　午前

往復はがきではなく、
通常はがきで
お申し込みください。

食品ロス削減月間、健康強調月間、全国労働衛生週間（1日～7日）、法の日（1日）、安全安心なまちづくりの日（11日）、鉄道の日（14日）〈今月の月間・週間案内〉
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール
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◎ご意見箱設置場所
　市役所１階屋内ひろば、上の原・ひばりが丘
・滝山の各連絡所
◎エコーテレホン・エコーファクス
　☎・FAX042・472・1131（夜間・休日のみ）
◎ホームページ（https://www.city.higashik 
urume.lg.jp）のご意見箱（「東久留米市につい
て」「広報・広聴」「声をお聞かせください」から）

➡市政へのご要望・ご意見はこちらへ

東久留米市プロモーション動画

市公式ツイッター 市公式フェイスブック

行政情報アプリ　マチイロ市公式動画チャンネル

けんこう


